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一般入試，推薦入試及びＡＯ入試のインターネット出願へ

の完全移行に伴い，これらの平成31年度学生募集要項は冊子

での配付を行いません。

愛媛大学ホームページ上に掲載される学生募集要項をご確

認ください。

学生募集要項ダウンロード

https://www.ehime-u.ac.jp/entrance/outline/download/

なお，志願者がパソコン等インターネット環境を持たない

場合でも，保護者等の所有する端末や，公共施設等のパソコ

ンのインターネット環境を利用するなどの方法で出願は可能

です。

また，出願期間内の平日（年末年始を除く）9時から17時

まで入試課窓口に出願用のパソコンを用意していますので，

利用を希望する場合は事前に教育学生支援部入試課にご相談

ください。

上記のいずれの方法によってもインターネット環境が利用

できない場合は，出願情報の登録開始日前日の17時までに教

育学生支援部入試課（98ページ参照）までご相談ください。
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理学部及び工学部の改組予定について（平成31年4月改組申請中）
愛媛大学は，下記のとおり，平成31年4月に理学部及び工学部を改組する予定です。これらの計画は，文部

科学省大学設置・学校法人審議会の審査結果によって確定するものであり，変更がありえます。

この入学者選抜に関する要項に掲載する募集人員，出願資格・要件，入学者選抜方法及び選抜期日などはす
べて予定です。
詳細については，文部科学省大学設置・学校法人審議会の審査結果通知（平成30年8月末頃）後，順次公表

する学生募集要項で発表する予定です。

記

学 科

数学科

物理学科

化学科

生物学科

地球科学科

学 科 コ ー ス

理学科

数学・数理情報コース

物理学コース

化学コース

生物学コース

地学コース

学 科 等

機械工学科

電気電子工学科

環境建設工学科
土木工学コース

社会デザインコース

機能材料工学科

応用化学科

情報工学科

学 科 コ ー ス

工学科

機械工学コース

知能システム学コース

電気電子工学コース

コンピュータ科学コース

応用情報工学コース

材料デザイン工学コース

化学・生命科学コース

社会基盤工学コース

社会デザインコース

理学部の改組（平成31年度）

➡

工学部の改組（平成31年度）

➡
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◇理学部は5学科から1学科5教育コースに
急速に変化していく社会のニーズに応えるため，分野横断機能とキャリア形成機能を強化した1学科（5教

育コース3履修プログラム）による教育体制に改組します。

コースカリキュラムの特徴

理学部の教育体制

数学コース

数物学コース

物理学コース

物性科学コース

宇宙物理学コース

生物化学コース

化学コース

数学科

物理学科

化学科

生態環境科学コース

生物学コース

地球科学コース

生物学科

地球科学科

改組前

５学科体制による専門分野教育
基幹分野と境界分野の教育コース

分野キーワード：
純粋数学 / 応用数学 / データサイエンス

数学・数理情報コース

分野キーワード：
実験系物理学 / 理論系物理学 / 宇宙惑星物理学

物理学コース

分野キーワード：
有機合成・物質化学 / 反応・物性化学 / 生物化学

化学コース

分野キーワード：
生態・進化生物学 / 生理・発生学

生物学コース

分野キーワード： 
地質古生物学 / 岩石鉱物学 / 地球物理学 / 海洋学

地学コース

基幹５分野を中心に体系的教育と横断的教育を実施

分野横断機能とキャリア形成機能を強化した１学科による教育体制

３履修プログラム

理　

学　

部

理
学
科

初
年
次　

理
学
科
共
通
基
礎
科
目

最
終
年
次　

理
学
科
共
通
課
題
科
目

選
択
し
た
コ
ー
ス
の
専
門
的
知
識
と
ス
キ
ル
を
修
得

標
準
プ
ロ
グ
ラ
ム

幅
広
い
理
学
知
識
を
社
会
で
活
用
す
る
力
を
磨
く

科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

所
属
コ
ー
ス
の
専
門
性
を
研
究
セ
ン
タ
ー
分
野
で
発
揮

宇
宙
・ 

地
球
・ 

環
境　

課
題
挑
戦
プ
ロ
グ
ラ
ム

学生の多様な学習を実現
（２年次２クォーター終了時点（９月下旬）で適用）

教育カリキュラムのコンセプト
・分野の体系的教育と横断的教育の両立，多様なキャリア形成に向けた履修の柔軟性
・基礎学力の確立と科学を学ぶ意識を高める初年次共通教育
・分野を超えて課題解決力を強化する最終年次のリサーチワーク
・次世代社会の基盤をなす数理情報（データサイエンス）分野教育の実施
・先端研究3センター＊の強みを活かした先端的学際分野教育の実践
＊沿岸環境科学研究センター，地球深部ダイナミクス研究センター，宇宙進化研究センター

それぞれの選択コース・プログラムで想定される専門的な就職先・進路

数理情報系計算スキル

数学・数理情報
コース 物理学系実験スキル

物理学コース
化学系実験スキル
化学コース

生物学系実験スキル
生物学コース

地学系野外調査スキル
地学コース

● 情報通信業
● 統計コンサルタント
● 金融業
● 数学教員
● 大学院進学
　など

● 情報通信業
● 製造業
　 （機械・電気関係）
● 理科教員
● 大学院進学
　など

● 地質・建設
　 コンサルタント
● 学芸員
● 理科教員
● 大学院進学
　など

● 製造業
　 （食品・農業関係）
● 環境コンサルタント
● 理科教員
● 大学院進学
　など

● 製造業
　 （化学関係）
● 化学系総合職
● 分析サービス業
● 理科教員
● 大学院進学
　など

理学科

選択したコースの専門的知識と
スキルを修得

標準プログラム

幅広い理学知識を社会で
活用する力を磨く

科学コミュニケーション
プログラム

所属コースの専門性を
研究センター分野で発揮

宇宙・ 地球・ 環境
課題挑戦プログラム

各コースの専門的知識と基盤的スキルを基礎に，広く社会で活躍
マスコミ関係，学術・教育サービス，中学・高校教員，

学芸員，ジオパーク専門員，一般職公務員，地域における各種民間企業，など

各コースの専門性および宇宙・地球・環境分野の科学的専門知識を活かして活躍
精密機器製造業，超高圧機器製造メーカー，

エネルギー・宇宙開発・生態・環境分析等に関する企業や公共機関などの技術開発職，
専門職公務員，研究職，大学院進学，など
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選抜方法とコース配属
一般入試では，大学入試センター試験（5教科7科目），調査書のほか，個別学力検査（前期日程では数学，

物理，化学，生物，地学のいずれか一科目の記述式試験，後期日程ではA（数学の記述式試験）またはB（口
頭試問を含む面接））によって選抜します。推薦入試では，教育コースごとに推薦書・調査書と口頭試問を含
む面接によって選抜しますが，これに加え，数学・数理情報，物理学，化学の3コースにおいては大学入試セ
ンター試験（4教科6科目）による二次選抜を実施します。
一般入試による入学者は入学時点では教育コースに所属せず，2年進級時に自分の志向・適性に合った教育

コースを個別学力検査の科目に関わりなく選択することができます。一方，推薦入試による入学者は受験した
教育コースに入学時から所属します。

学 科 コ ー ス 等 入学定員

募 集 人 員

一 般 入 試 推 薦 入 試

前期日程 後期日程 推薦Ⅰ 推薦Ⅱ

理学科

数学受験

160

42

物理受験 40

化学受験 40

生物受験 30

地学受験 8

A（数学）
23

13

B（面接） 10

数学・数理情報コース

42

10

物理学コース 5

化学コース 8

生物学コース 7

地学コース 12

合 計 225 160 23 19 23
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◇工学部は6学科から1学科9教育コースに
刻々と変化する産業構造に柔軟に対応し，“ものづくり”あるいは“システムづくり”ができる，創造性豊

かな工学系人材を育成するために，1学科9教育コース（4分野）に改組します。

コースカリキュラムの特徴
1年次に共通基礎科目，共通実験，専門入門科目を必須とし，工学系基礎スキルを習得します。
PBL（課題解決型学習）を導入し，社会で必要な課題の発見・解決能力の涵養を図ります。
学生の希望調査，1年次で履修した科目の内容および成績によって，2年次開始時に各教育コースに配属します。
各教育コースの卒業要件に必要な科目を学生が主体的に履修するための履修指導を行います。

共通教育科目

１
年
次

２
年
次

３
年
次

４
年
次

初
年
次
科
目

基
礎
科
目

教　

養　

科　

目

機械工学
コース

知能
システム学
コース

電気電子
工学コース

コンピュータ
科学コース

応用情報
工学コース

材料
デザイン工学
コース

化学・生命
科学コース

社会基盤
工学コース

社会
デザイン
コース

卒 業 研 究 ・ 課 題 研 究

専 門 応 用 科 目

工 学 共 通 基 礎 科 目

学 部 共 通 Ｐ Ｂ Ｌ・ 工 学 倫 理 ・ 知 財 ・ キ ャ リ ア リ テ ラ シ ー

専 門 基 礎 科 目

専 門 入 門 科 目

それぞれのコースで想定される専門的な就職先・進路

機械に関するものづくり・問題解決能力を備え，幅広い産業分野で重要な役割を担う人材の育成。[就職先：自動車・船舶・
機械メーカー，電機メーカー，エネルギー関連メーカー，各種製造会社，電力会社など ]

機械工学コース

知能システムの知識と技術，それを活かしたものづくりを通じて社会に貢献できる人材の育成。[就職先：ファクトリ・オー
トメーションやロボット関連メーカー，医療機器メーカー，自動車メーカー，電機メーカーなど ]

知能システム学コース

電気・通信のシステム技術を通して，幅広い産業分野で実践力を発揮できる人材の育成。[就職先：電機・自動車・機械メー
カー，電力・社会インフラ関係，IT・IoT・情報通信・ソフトウェア関連など ]

電気電子工学コース

AI，データ科学，IoT，組込みシステムの技術を融合的に活用して実社会の課題を解決するコンピュータシステムを開発
できる人材の育成。[就職先：IT 企業，総合電機メーカー，コンサルティング，情報通信業，電子情報機器製造業など ]

コンピュータ科学コース

情報工学・通信工学に関する知識・技術に基づき，課題の発見・探求・解決を実践できる人材の育成。[就職先：総合 IT
メーカー，総合電機メーカー，システム・ソフトウエア開発，情報・通信関連企業など ]

応用情報工学コース

材料工学に関する高い専門知識と技術を駆使して社会や産業の発展に貢献できる人材の育成。[就職先：金属・化成品な
どの素材メーカー，産業機器製造メーカー，自動車・船舶・機械メーカー，エネルギー関連会社など ]

材料デザイン工学コース

化学や生命科学の知識・技術を総合的に活用して，社会が抱える問題の解決策を提示できる人材の育成。[就職先：プラ
スチック・ゴム・繊維・ガラスなどの素材メーカー，石油・新エネルギー産業，高校教員，食品・医薬品関連企業など ]

化学・生命科学コース

社会基盤を構築・整備・管理するための知識・技術を駆使して，安全，快適な社会づくりを推進できる人材の育成。[就
職先：建設会社，建設・環境コンサルタント，鉄道・通信・高速道路会社，官公庁など ]

社会基盤工学コース

持続可能な環境づくり，豊かなまちづくり，住みやすい都市デザインを実践できる人材の育成。[就職先：官公庁，建設・
環境コンサルタント，製造業，不動産業など ]

社会デザインコース

機
械
・
シ
ス
テ
ム
分
野

電
気
・
情
報
分
野

材
料
・
化
学
分
野

土
木
・
環
境
分
野
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選抜方法とコース受入人員
一般入試は理型入試受験と文理型入試受験があり，大学入試センター試験と個別学力検査の成績により，工
学科全体の合格者が決まります。文理型入試は社会デザインコースのみの募集で，合格者は社会デザインコー
スに配属されます。理型入試の合格者は入学時にはコース配属されません。ただし，理型入試受験の志願者は
出願時に4分野に対する希望順位を記述します。合格者は，希望と入試成績に沿って，分野ごとに設定された
初年次履修指導クラスにクラス分けされます。
推薦入試は，志望コースごとに募集，選抜します。
なお，1年次後学期に配属希望調査を行い2年進級時にコース配属が決定します。

学 科 分 野 コ ー ス 受入人員
の目安 入学定員

募 集 人 員

一 般 入 試 推 薦 入 試

前期日程 後期日程 推薦Ⅰ 推薦Ⅱ

工学科

機械・システム分野
機械工学コース 70

500 326
［13］

88
［6］

2 12

知能システム学コース 20 2 2

電気・情報分野

電気電子工学コース 80 5 15

コンピュータ科学コース 40 2 4

応用情報工学コース 40 8

材料・化学分野
材料デザイン工学コース 70 2 8

化学・生命科学コース 90 3 5

土木・環境分野
社会基盤工学コース 65 5 5

社会デザインコース 25 3 3

合 計 500 500 326 88 24 62

注）受入人員の目安は2年進級時に配属される各コースの受入人員の目安です。（入学定員ではありません。）
表中の［ ］の数は「文理型入試（社会デザインコース）」の募集人員を内数で示しています。
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入試区分・
学部

事 項

前 期 日 程 後 期 日 程
法文学部，教育学部，社会共創学部
理学部，医学部，工学部，農学部

法文学部，教育学部，理 学 部
医 学 部，工 学 部，農 学 部

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験
平成31年1月19日㈯～

1月20日㈰

インターネット
出願受付期間

出願情報の登録期間
平成31年1月21日㈪～

2月6日㈬

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の
提 出 期 間

平成31年1月28日㈪～
2月6日㈬

2 段 階 選 抜 に 係 る 第 1
段 階 選 抜 の 結 果 発 表

平成31年2月13日㈬
（医学部医学科のみ）

個 別 学 力 検 査 等 実 施 日
法文学部，教育学部，社会共創学部，理学部，工学部，農学部
平成31年2月25日㈪
医学部
平成31年2月25日㈪～26日㈫

法文学部，教育学部，理学部，工学部，農学部
平成31年3月12日㈫
医学部
平成31年3月12日㈫～13日㈬

合 格 者 発 表 平成31年3月6日㈬ 10時 平成31年3月22日㈮ 10時

入 学 手 続 期 間
平成31年3月14日㈭～

3月15日㈮

平成31年3月26日㈫～

3月27日㈬

入試区分・
学部等

事 項

推 薦 入 試 Ⅰ 推 薦 入 試 Ⅱ
法文学部 人文社会学科「昼間主コース」

人文社会学科「夜間主コース」
教育学部 学校教育教員養成課程

初等教育コース 小学校サブコース
理 学 部 理学科

生物学コース，地学コース
工 学 部 工学科

機械工学コース，知能システム学コース，
電気電子工学コース，コンピュータ科学コース，
材料デザイン工学コース，化学・生命科学コース，
社会基盤工学コース，社会デザインコース

農 学 部 食料生産学科
生命機能学科
生物環境学科

理 学 部 理学科
数学・数理情報コース
物理学コース
化学コース

医 学 部 医学科
看護学科

工 学 部 工学科
機械工学コース
知能システム学コース
電気電子工学コース
コンピュータ科学コース
応用情報工学コース
材料デザイン工学コース
化学・生命科学コース
社会基盤工学コース
社会デザインコース

インターネット
出願受付期間

出願情報の登録期間
平成30年10月18日㈭～

11月7日㈬

平成30年11月26日㈪～

12月14日㈮

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の
提 出 期 間

平成30年11月1日㈭～

11月7日㈬

平成30年12月10日㈪～

12月14日㈮

選 抜 期 日

法文学部，教育学部，理学部，工学部
平成30年11月25日㈰
農学部
平成30年11月24日㈯～

11月25日㈰

理学部
平成30年11月25日㈰
医学部
平成30年11月24日㈯～

11月25日㈰

平成31年2月2日㈯

第 1 次 選 抜 の 結 果 発 表 平成30年12月7日㈮

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験
平成31年1月19日㈯～

1月20日㈰

合 格 者 発 表 平成30年12月7日㈮ 10時 平成31年2月8日㈮ 16時

入 学 手 続 期 間
平成30年12月17日㈪～

12月19日㈬

平成31年2月13日㈬～

2月15日㈮

Ⅰ 平成31年度愛媛大学入学者選抜の日程一覧
一般入試

推薦入試
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入試区分・
学部等

事 項

Ａ Ｏ 入 試 Ⅱ
教育学部
学校教育教員養成課程
初等教育コース
小学校サブコース
特別支援教育教員養成課程

法文学部
人文社会学科
「昼間主コース」
人文社会学科
「夜間主コース」

社会共創学部
産業マネジメント学科

農学部
食料生産学科
知能的食料生産
科学特別コース
生命機能学科
健康機能栄養
科学特別コース
生物環境学科
水環境再生科学
特別コース

インターネット
出願受付期間

出願情報の登録期間
平成30年10月18日㈭～

11月7日㈬

平成30年11月26日㈪～

12月14日㈮

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の
提 出 期 間

平成30年11月1日㈭～

11月7日㈬

平成30年12月10日㈪～

12月14日㈮

選 抜 期 日 平成30年11月25日㈰ 平成31年2月2日㈯

第 1 次 選 抜 の 結 果 発 表 平成30年12月7日㈮

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験
平成31年1月19日㈯～

1月20日㈰

合 格 者 発 表 平成31年2月8日㈮ 16時

入 学 手 続 期 間
平成31年2月13日㈬～

2月15日㈮

入試区分・
学部等

事 項

Ａ Ｏ 入 試 Ⅰ
社会共創学部 産業マネジメント学科

産業イノベーション学科
環境デザイン学科
地域資源マネジメント学科

インターネット
出願受付期間

出願情報の登録期間
平成30年9月3日㈪～

9月21日㈮

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の
提 出 期 間

平成30年9月17日㈪～

9月21日㈮

選 抜 期 日
平成30年10月13日㈯～

10月14日㈰

合 格 者 発 表 平成30年10月31日㈬ 10時

入 学 手 続 期 間
平成30年11月7日㈬～

11月9日㈮

アドミッション・オフィス入試
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インターネット出願受付期間は愛媛大学ホームページから，「入試情報」→「インターネット出願」のペー
ジで確認できます。 https://www.ehime-u.ac.jp/entrance/net_app/
学生募集要項ダウンロード https://www.ehime-u.ac.jp/entrance/outline/download/

入試区分・
学部等

事 項

社 会 人 入 試
医学部 看護学科
農学部 食料生産学科

生命機能学科
生物環境学科

法文学部 人文社会学科「夜間主コース」

アドミッション・オフィス方式

出 願 受 付 期 間
平成30年11月1日㈭～

11月7日㈬

選 抜 期 日 平成30年11月24日㈯ 平成30年11月25日㈰

合 格 者 発 表 平成30年12月7日㈮ 10時

入 学 手 続 期 間
平成30年12月17日㈪～

12月19日㈬

入試区分・
学部等

事 項

私費外国人留学生入試 渡日前入学許可制度による
私費外国人留学生入試

法文学部，教育学部，理 学 部
医 学 部，工 学 部，農 学 部

（ただし，法文学部「夜間主コース」は除く。）
理 学 部，工 学 部，農 学 部

出 願 受 付 期 間
平成31年1月28日㈪～

2月6日㈬

平成30年11月1日㈭～

11月7日㈬

選 抜 期 日
法文学部，教育学部，理学部，工学部，農学部
平成31年2月25日㈪
医学部
平成31年2月25日㈪～26日㈫

平成30年11月25日㈰まで

合 格 者 発 表 平成31年3月6日㈬ 10時 平成30年12月7日㈮ 10時

入 学 手 続 期 間
平成31年3月11日㈪～

3月22日㈮

平成30年12月17日㈪～

12月27日㈭

社会人入試

私費外国人留学生入試
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1 一般入試
国立大学及び公立大学（独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・学部を除く。詳細は公立大学協会ホー

ムページ（http://www.kodaikyo.org/）を参照のこと）を志願する者は，「前期日程」で試験を実施する大学・
学部等から1つ，「後期日程」で試験を実施する大学・学部等から1つ，「中期日程」で試験を実施する大学・
学部等から1つの合計3つの大学・学部等に出願し，受験することができる。
なお，本学内の併願又は同一学部内の併願も認める。したがって，「前期日程」の学部・学科等と，「後期

日程」の学部・学科等に出願し，受験することができる。

2 アドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試）
大学入試センター試験を課さない《ＡＯ入試Ⅰ》と，大学入試センター試験を課す《ＡＯ入試Ⅱ》の選抜

方法により実施する。
《ＡＯ入試Ⅰ》

社会共創学部 産業マネジメント学科
産業イノベーション学科
環境デザイン学科
地域資源マネジメント学科

《ＡＯ入試Ⅱ》
法文学部 人文社会学科 「昼間主コース」，「夜間主コース」
教育学部 学校教育教員養成課程 初等教育コース 小学校サブコース

AOⅡA：普通科又は理数に関する学科等対象
AOⅡB：専門教育を主とする学科又は総合学科対象

特別支援教育教員養成課程
社会共創学部 産業マネジメント学科 AOⅡA：普通科又は理数に関する学科等対象

AOⅡB：専門教育を主とする学科対象
AOⅡC：総合学科対象

農学部 食料生産学科 知能的食料生産科学特別コース
生命機能学科 健康機能栄養科学特別コース
生物環境学科 水環境再生科学特別コース

3 推薦入試
出身学校長の推薦に基づき，大学入試センター試験を課さない《推薦入試Ⅰ》と，大学入試センター試験

を課す《推薦入試Ⅱ》の選抜方法により実施する。
国公立大学の推薦入試（大学入試センター試験を課す場合，課さない場合も含める。）への出願は，1つ

の大学・学部等に限られているので，注意すること。
《推薦入試Ⅰ》
法文学部 人文社会学科 「昼間主コース」，「夜間主コース」
教育学部 学校教育教員養成課程 初等教育コース 小学校サブコース
理 学 部 理学科

生物学コース
地学コース

Ⅱ 入学者選抜の概要
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工 学 部 工学科
機械工学コース 工業に関する学科又はそれに準ずる課程対象
知能システム学コース 工業に関する学科又はそれに準ずる課程対象
電気電子工学コース 工業に関する学科又はそれに準ずる課程対象
コンピュータ科学コース 普通科，工業に関する学科，情報に関する学科，理数に関

する学科又は総合学科対象
材料デザイン工学コース 工業に関する学科又は総合学科対象
化学・生命科学コース 普通科，理数に関する学科又は総合学科対象
社会基盤工学コース 普通科，工業に関する学科，理数に関する学科又は総合学科対象
社会デザインコース 普通科，工業に関する学科，理数に関する学科又は総合学科対象

農 学 部 食料生産学科 推薦Ａ：普通科又は理数に関する学科対象
推薦Ｂ：専門教育を主とする学科又は総合学科対象

生命機能学科 推薦Ａ：普通科又は理数に関する学科対象
推薦Ｂ：専門教育を主とする学科又は総合学科対象

生物環境学科 推薦Ａ：普通科又は理数に関する学科対象
推薦Ｂ：専門教育を主とする学科又は総合学科対象

《推薦入試Ⅱ》
理 学 部 理学科

数学・数理情報コース
物理学コース
化学コース

医 学 部 医学科 推薦Ａ：学校推薦
推薦Ｂ：地域特別枠推薦

看護学科
工 学 部 工学科

機械工学コース
知能システム学コース
電気電子工学コース
コンピュータ科学コース
応用情報工学コース
材料デザイン工学コース 普通科，工業に関する学科，理数に関する学科又は総合学科対象
化学・生命科学コース 普通科，工業に関する学科，理数に関する学科又は総合学科対象
社会基盤工学コース 普通科，工業に関する学科，理数に関する学科又は総合学科対象
社会デザインコース 普通科，工業に関する学科，理数に関する学科又は総合学科対象

4 社会人入試
法文学部 人文社会学科 「夜間主コース」（アドミッション・オフィス方式）
医 学 部 看護学科
農 学 部 食料生産学科

生命機能学科
生物環境学科
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5 私費外国人留学生入試
《私費外国人留学生入試》
法文学部（「夜間主コース」は除く。），教育学部，理学部，医学部，工学部，農学部で実施する。
《渡日前入学許可制度による私費外国人留学生入試》
理学部，工学部，農学部で実施する。
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【高等学校の学科の表記について】

1 「理数に関する学科」
高等学校設置基準第6条第2項第9号の「理数に関する学科」を指す。

2 「理数に関する学科等」
高等学校設置基準第6条第2項第9号の「理数に関する学科」及び「外国語に関する学科」（同第13号），

「国際関係に関する学科」（同第14号）などを指す。

3 「専門教育を主とする学科」
高等学校設置基準第6条第2項第1号から第15号の学科を指す。

【参考】高等学校設置基準（平成十六年三月三十一日文部科学省令第二十号）抜粋
最終改正：平成一九年一二月二五日文部科学省令第四〇号

（学科の種類）
第五条 高等学校の学科は次のとおりとする。
一 普通教育を主とする学科
二 専門教育を主とする学科
三 普通教育及び専門教育を選択履修を旨として総合的に施す学科

第六条 前条第一号に定める学科は，普通科とする。
2 前条第二号に定める学科は，次に掲げるとおりとする。
一 農業に関する学科
二 工業に関する学科
三 商業に関する学科
四 水産に関する学科
五 家庭に関する学科
六 看護に関する学科
七 情報に関する学科
八 福祉に関する学科
九 理数に関する学科
十 体育に関する学科
十一 音楽に関する学科
十二 美術に関する学科
十三 外国語に関する学科
十四 国際関係に関する学科
十五 その他専門教育を施す学科として適当な規模及び内容があると認められる学科

3 前条第三号に定める学科は，総合学科とする。
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学部名 学科・課程等 入学定員
（人）

合計
（人）

募集人員

備 考

一般入試 ＡＯ入試 推薦入試

社会人
入試前期 後期

大学入試
センター
試験を課
さない
（ＡＯ入試Ⅰ）

大学入試
センター
試験を課
す
（ＡＯ入試Ⅱ）

大学入試
センター
試験を課
さない
（推薦入試Ⅰ）

大学入試
センター
試験を課
す
（推薦入試Ⅱ）

法文学部 人 文 社 会
学 科

「昼間主コース」 275
365

175 50 35 15 社会人入試はアド
ミッション・オフィ
ス方式「夜間主コース」 90 40 20 10 10 10

教育学部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初 等
教 育
コース

幼年教育サブコース

140 160

6
小学校サブコース 58 10 16 10

中 等
教 育
コース

言語・社会
教 育 系

国語教育専攻

14
（5）

社会科教育専攻 （5）
英語教育専攻 （4）

自然科学系
数学教育専攻

13
（5）

理科教育専攻 （5）
技術教育専攻 （3）

芸術・生活
健 康 系

音楽教育専攻

13

（4）
美術教育専攻 （3）
保健体育専攻 （3）
家政教育専攻 （3）

特別支援教育教員養成課程 20 12 8

社会共創
学 部

産業マネジメント学科 70

180

48 5 17
産業イノベーション学科 25 13 12
環 境 デ ザ イ ン 学 科 35 25 10
地 域 資 源
マネジメント
学 科

農山漁村マネジメントコース

50
5

25文化資源マネジメントコース 8
スポーツ健康マネジメントコース 12

理 学 部

理

学

科

数 学 受 験

160

225

42
物 理 受 験 40
化 学 受 験 40
生 物 受 験 30
地 学 受 験 8
Ａ （ 数 学 ） 23 13
Ｂ （ 面 接 ） 10
数学・数理情報コース

42

10
物 理 学 コ ー ス 5
化 学 コ ー ス 8
生 物 学 コ ー ス 7
地 学 コ ー ス 12

医 学 部 医 学 科 110 170 40 25 45
看 護 学 科 60 33 24 3

工 学 部

工

学

科

機 械 工 学 コ ー ス

500 500 326
［13］

88
［6］

2 12
知能システム学コース 2 2
電気電子工学コース 5 15
コンピュータ科学コース 2 4
応用情報工学コース 8
材料デザイン工学コース 2 8
化学・生命科学コース 3 5
社会基盤工学コース 5 5
社会デザインコース 3 3

農 学 部
食 料 生 産 学 科 70

170
38 7 7 18 若干人 前期日程の募集人

員には社会人入試の
募集人員（若干人）を
含む。

生 命 機 能 学 科 45 27 5 7 6 若干人
生 物 環 境 学 科 55 28 6 5 16 若干人
合 計 1，770 1，094 234 52 105 118 154 13

Ⅲ 入学定員及び募集人員

注意 1．教育学部学校教育教員養成課程中等教育コースの一般入試募集人員は，系ごとに定めており，表中の（ ）の数は，
各専攻の合格予定者数を示す。
2．工学部工学科一般入試（前期日程・後期日程）は，工学科全体で募集する。
また，表中の［ ］の数は「文理型入試（社会デザインコース）」の募集人員を内数で示す。

3．工学部工学科推薦入試では，コースごとに選抜する。
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出 願Ⅳ

1 出願資格
本学に入学を志願することのできる者は，次のいずれかに該当する者である。

⑴ 高等学校（中等教育学校を含む。以下同じ。）を卒業した者及び平成31年3月卒業見込みの者（平成30

年4月以降に卒業を認められた者を含む。以下同じ。）

⑵ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者及び平成31年3月修了見込みの者

⑶ 学校教育法施行規則第150条の規定（第6号を除く。）により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認められる者及び平成31年3月31日までにこれに該当する見込みの者

〔参考〕学校教育法施行規則第150条の規定内容

1 外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定

したもの

2 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程

を修了した者

3 専修学校の高等課程（修業年限が3年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たす

ものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者

4 文部科学大臣の指定した者

5 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程による大学

入学資格検定に合格した者を含む。）

6 学校教育法第90条第2項の規定により大学に入学した者であって，当該者をその後に入学させる大

学において，大学における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの

7 大学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認め

た者で，18歳に達したもの

注1 学校教育法施行規則第150条第7号により出願する者については，本学において個別の入学資格審

査を行うので，平成31年1月22日㈫までに必要書類を添えて申請すること。ただし，平成31年度大学

入試センター試験（以下「大学入試センター試験」という。）の出願に際して，本学の入学資格審査

を希望する場合は，平成30年8月31日㈮までに申請すること。

なお，申請者は，申請の前に，下記まで問い合わせること。（入学資格審査の詳細については，本

学のホームページ（https://www.ehime-u.ac.jp/）で公表している。）

愛媛大学教育学生支援部入試課（松山市文京町3番）

電話089－927－9172，8106

注2 大学入試センター試験の必要な教科・科目（21ページから58ページの「2 入学者選抜の利用教科・

科目等」で指定する教科・科目）の受験を要する。

ただし，大学入試センター試験を課さない，ＡＯ入試Ⅰ，推薦入試Ⅰ，社会人入試及び私費外国人

留学生入試に出願する場合は，大学入試センター試験の受験を要しない。
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2 一般入試における学内併願及び志望学科等の選択

⑴ 学内併願
本学内の同一学部又は異なる学部・学科等を，前期日程と後期日程で併願することができる。

⑵ 志望学科等の選択
① 教育学部志願者

【前期日程】学校教育教員養成課程中等教育コースの「言語・社会教育系」は，国語教育専攻，社会

科教育専攻，英語教育専攻の中から第2志望まで認める。また，「自然科学系」は，数

学教育専攻，理科教育専攻，技術教育専攻の中から第2志望まで認める。

ただし，学校教育教員養成課程初等教育コース，学校教育教員養成課程中等教育コース

「芸術・生活健康系」及び特別支援教育教員養成課程は，第1志望のみとし，第2志望

は認めない。

② 社会共創学部志願者

志望学科は第1志望のみとし，第2志望は認めない。

③ 医学部志願者

志望学科は第1志望のみとし，第2志望は認めない。

④ 農学部志願者

【前期日程】志望学科は，第3志望まで認める。

【後期日程】志望学科は，第3志望まで認める。

3 アドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試）の出願に当たっての留意事項

⑴ 合格し入学手続きを完了した者は，国公立大学の一般入試の合格者とはなりえない。

⑵ 合格者は，平成31年2月19日㈫までに「入学辞退届」を提出しない場合には，国公立大学の一般入試の

合格者とはなりえない。

4 推薦入試の出願に当たっての留意事項

⑴ 国公立大学（独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・学部を除く。以下同じ。詳細は公立大学協

会ホームページ（http://www.kodaikyo.org/）を参照のこと）の推薦入試（大学入試センター試験を課

す場合，課さない場合を含める。）への出願は，1つの大学・学部に限られている。

ただし，1つの大学・学部の推薦入試募集単位（学科・課程）について，大学入試センター試験を課

さない推薦入試で不合格となった場合は，同一の学科・課程の大学入試センター試験を課す推薦入試に

出願することができる。

⑵ 本学の推薦入試の出願要件は，出身学校長が責任をもって推薦でき，かつ，合格した場合は，入学を

確約できる者としており，推薦入試の趣旨からみて，合格後，入学を辞退した場合は，翌年度以降の推

薦入試において，当該学校からの出願を受理しないことがある。
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Ⅴ 入学者の選抜

⑶ 学校から推薦できる人数については，分校は本校とは別に1校として取り扱う。また，複数の課程（全

日制，定時制，通信制）を置く学校については，各課程ごとに別枠で推薦できるものとする。

⑷ 合格者は，他の国公立大学に出願し，一般入試を受験しても，合格者とはなりえない。

ただし，特別の事情により，平成31年2月19日㈫までに，推薦した出身学校長から「推薦入学辞退願」

が提出され，本学の入学辞退許可を得た場合は，この限りではない。

⑸ 本学の推薦入試が不合格となった場合に備えて，「前期日程」グループの大学・学部等から1つ，「後

期日程」グループの大学・学部等から1つ，「公立大学中期日程」グループの大学・学部等から1つの

合計3つの大学・学部等に出願することができる。

この場合には，大学入試センター試験について，出願する大学の指定する教科・科目を受験しておく

必要がある。

⑴ 入学者の選抜は，大学入試センター試験及び本学が実施する個別学力検査等の結果並びに調査書の内

容により判定を行う。

⑵ 医学部医学科においては，入学志願者の募集人員に対する倍率が前期日程において約6倍を上回った

場合，後期日程において約20倍を上回った場合，大学入試センター試験の成績及び調査書の内容により，

第1段階選抜を行い，その合格者に対してのみ個別学力検査等を行う。

⑶ アドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試），推薦入試，社会人入試及び私費外国人留学生入試の選

抜方法については，別に定める。（61ページから94ページを参照すること）
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1 入学者選抜方法等
一般入試，アドミッション・オフィス入試，専門高校・総合学科卒業生入試

選抜方法等

学部・学科・課程等

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
入
試

専
門
高
校
・
総
合
学
科
卒
業
生
入
試

個
別
学
力
検
査
を
課
す

実技検査等 2段階選抜

個別学力
検査等の
日 程

欠員の補充の
方 法 等

実

技

検

査

を

課

す

面

接

を

行

う

小

論

文

を

課

す

総

合

問

題

を

課

す

外
国
語
に
お
け
る
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
を
課
す

主として，
調査書の内
容と大学入
試センター
試験の成績
により第1
段階選抜を
行い，その
合格者につ
いて更に必
要な検査等
を行う

第1段階の
選抜による
合 格 者 数
定
員
に
対
す
る
倍
率

そ

の

他

法
文
学
部

前
期
日
程

人文社会学科「昼間主コース」○ × × × × ×

×

2月25日

定員に満たな
い場合は，合格
者を追加するこ
とがある。
また，場合に
よっては，欠員
補充第2次募集
を行うこともあ
る。

○ ×
人文社会学科「夜間主コース」○ × × × × ×

後
期
日
程

人文社会学科「昼間主コース」× × × ○ × ×
3月12日

人文社会学科「夜間主コース」× × × ○ × ×

教

育

学

部

前

期

日

程

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初 等
教 育
コース

幼年教育サブコース ○ × × ○ × ×

×

2月25日

×

×

小学校サブコース ○*1○*1 × ○ × × ○

中

等

教

育

コ

ー

ス

言語・
社会教
育系

国語教育専攻 ○ × × ○ × ×

×

社会科教育専攻 ○ × × ○ × ×

英語教育専攻 ○ × × ○ × ×

自然科
学系

数学教育専攻 ○ × × ○ × ×

理科教育専攻 ○ × × ○ × ×

技術教育専攻 ○ × × ○ × ×

芸術・
生活健
康系

音楽教育専攻 × ○ × ○ × ×

美術教育専攻 × ○ × ○ × ×

保健体育専攻 × ○ × ○ × ×

家政教育専攻 ○ × × ○ × ×

特別支援教育教員養成課程 ○ × × ○ × × ○

後
期
日
程

学校教育
教員養成
課 程

初等教育
コ ー ス

小学校サブ
コ ー ス × × ○ × × × 3月12日 ○

社
会
共
創
学
部

前
期
日
程

産 業 マ ネ ジ メ ン ト 学 科 × × × × ○ ×

× 2月25日 ○ ×

産業イノベーション 学 科 × × ○ × × ×

環 境 デ ザ イ ン 学 科 ○ × ○ × × ×

地 域 資 源
マネジメン
ト 学 科

農山漁村マネジメントコース × × ○*2 × × ×

文化資源マネジメントコース × × ○*2 × × ×

スポーツ健康マネジメントコース × ○ ○ × × ×

一 般 入 試



－19－

選抜方法等

学部・学科・課程等

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
入
試

専
門
高
校
・
総
合
学
科
卒
業
生
入
試

個
別
学
力
検
査
を
課
す

実技検査等 2段階選抜

個別学力
検査等の
日 程

欠員の補充の
方 法 等

実

技

検

査

を

課

す

面

接

を

行

う

小

論

文

を

課

す

総

合

問

題

を

課

す

外
国
語
に
お
け
る
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
を
課
す

主として，
調査書の内
容と大学入
試センター
試験の成績
により第1
段階選抜を
行い，その
合格者につ
いて更に必
要な検査等
を行う

第1段階の
選抜による
合 格 者 数
定
員
に
対
す
る
倍
率

そ

の

他

数 学 受 験 ○ × × × × ×

定員に満たな
い場合は，合格
者を追加するこ
とがある。
また，場合に
よっては，欠員
補充第2次募集
を行うこともあ
る。

理

学

部

前
期
日
程

理

学

科

×

2月25日

× ×

物 理 受 験 ○ × × × × ×

化 学 受 験 ○ × × × × ×

生 物 受 験 ○ × × × × ×

地 学 受 験 ○ × × × × ×
後
期
日
程

Ａ （ 数 学 ） ○ × × × × ×
3月12日

Ｂ （ 面 接 ） × × ○ × × ×

医
学
部

前
期
日
程

医 学 科 ○ × ○ × × × ○ 約6倍 × 2月25日
～26日

× ×
看 護 学 科 × × ○*2 ○ × × ×

後
期
日
程

医 学 科 × × ○ × ○ × ○ 約20倍 × 3月12日
～13日

工
学
部

前
期
日
程 工

学
科

理 型 入 試 ○ × × × × ×

×

2月25日

× ×
文 理 型 入 試 ○ × × × × ×

後
期
日
程

理 型 入 試 ○ × × × × ×
3月12日

文 理 型 入 試 × × × ○ × ×

農

学

部

前
期
日
程

食 料 生 産 学 科 ○ × × × × ×

×

2月25日

○*3 ×

生 命 機 能 学 科 ○ × × × × ×

生 物 環 境 学 科 ○ × × × × ×

後
期
日
程

食 料 生 産 学 科 × × ○ × × ×

3月12日生 命 機 能 学 科 × × ○ × × ×

生 物 環 境 学 科 × × ○ × × ×

一 般 入 試

＊1 詳細は26・27ページを参照すること。
＊2 面接及びグループディスカッションを行う。
＊3 詳細は69ページを参照すること。
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推薦入試，帰国子女入試，社会人入試

選抜方法等

学部・学科・課程等

推 薦 入 試 帰

国

子

女

入

試

社

会

人

入

試

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
課
さ
な
い

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
課
す

実 技 検 査 等 推
薦
入
試
募
集
人
員

備

考

実
技
検
査
を
課
す

面

接

を

行

う

小

論

文

を

課

す

総
合
問
題
を
課
す

外
国
語
に
お
け
る
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
を
課
す

そ

の

他
法
文
学
部

人 文 社 会 学 科 「 昼 間 主 コ ー ス 」 ○ × × ○ ○ × × × 15人 × ×
人 文 社 会 学 科 「 夜 間 主 コ ー ス 」 ○ × × ○ ○ × × × 10人 × ○

教
育
学
部

学 校 教 育
教 員 養 成
課 程

初 等 教 育
コ ー ス

小 学 校
サブコース ○ × × ○ ○ × × × 10人 × ×

社
会
共
創
学
部

産 業 マ ネ ジ メ ン ト 学 科

× × ×
産 業 イ ノ ベ ー シ ョ ン 学 科
環 境 デ ザ イ ン 学 科
地 域 資 源 マ ネ ジ メ ン ト 学 科

理

学

部

理

学

科

数 学 ・ 数 理 情 報 コ ー ス × ○ × ○ × × × × 10人

× ×
物 理 学 コ ー ス × ○ × ○ × × × × 5人
化 学 コ ー ス × ○ × ○ × × × × 8人
生 物 学 コ ー ス ○ × × ○ × × × × 7人
地 学 コ ー ス ○ × × ○ × × × × 12人

医

学

部

医 学 科
× ○ × ○ × ○ × × 25人 推薦Ａ

× ×
× ○ × ○ × ○ × × 20人 推薦Ｂ

（地域特別枠推薦）
看 護 学 科 × ○ × ○* ○ × × × 24人 × ○

工

学

部

工

学

科

機 械 工 学 コ ー ス
○ × × ○ × × × × 2人

× ×

× ○ × ○ × × × × 12人

知 能 シ ス テ ム 学 コ ー ス
○ × × ○ × × × × 2人
× ○ × ○ × × × × 2人

電 気 電 子 工 学 コ ー ス
○ × × ○ × × × × 5人
× ○ × ○ × × × × 15人

コ ン ピ ュ ー タ 科 学 コ ー ス
○ × × ○ × × × × 2人
× ○ × ○ × × × × 4人

応 用 情 報 工 学 コ ー ス × ○ × ○ × × × × 8人

材 料 デ ザ イ ン 工 学 コ ー ス
○ × × ○ × × × × 2人
× ○ × ○ × × × × 8人

化 学 ・ 生 命 科 学 コ ー ス
○ × × ○ × × × × 3人
× ○ × ○ × × × × 5人

社 会 基 盤 工 学 コ ー ス
○ × × ○ × × × × 5人
× ○ × ○ × × × × 5人

社 会 デ ザ イ ン コ ー ス
○ × × ○ × × × × 3人
× ○ × ○ × × × × 3人

農

学

部

食 料 生 産 学 科
○ × × ○ × ○ × × 8人 推薦Ａ

× ○

○ × × ○ × ○ × × 10人 推薦Ｂ

生 命 機 能 学 科
○ × × ○ × ○ × × 3人 推薦Ａ
○ × × ○ × ○ × × 3人 推薦Ｂ

生 物 環 境 学 科
○ × × ○ × ○ × × 9人 推薦Ａ
○ × × ○ × ○ × × 7人 推薦Ｂ

＊ 面接及びグループディスカッションを行う。
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2 入学者選抜の利用教科・科目等

【教科・科目の表記について】

1 大学入試センター試験の利用教科・科目名は，次のように表記している。
○国語→国
『国語』→「国語」
○地理歴史→地歴
「世界史Ａ」→「世Ａ」，「世界史Ｂ」→「世Ｂ」，「日本史Ａ」→「日Ａ」，「日本史Ｂ」→「日Ｂ」，
「地理Ａ」→「地理Ａ」，「地理Ｂ」→「地理Ｂ」
○公民→公民
「現代社会」→「現社」，「倫理」→「倫」，「政治・経済」→「政経」，『倫理，政治・経済』→「倫・政経」
○数学→数
「数学Ⅰ」→「数Ⅰ」，『数学Ⅰ・数学Ａ』→「数Ⅰ・数Ａ」，「数学Ⅱ」→「数Ⅱ」，
『数学Ⅱ・数学Ｂ』→「数Ⅱ・数Ｂ」，『簿記・会計』→「簿」，『情報関係基礎』→「情報」
○理科→理
「物理基礎」→「物基」，「化学基礎」→「化基」，「生物基礎」→「生基」，「地学基礎」→「地学基」，
「物理」→「物」，「化学」→「化」，「生物」→「生」，「地学」→「地学」
○外国語→外
『英語』→「英」，『ドイツ語』→「独」，『フランス語』→「仏」，『中国語』→「中」，『韓国語』→「韓」

（注）『 』で記載しているものは，2つの科目を統合したもの又は2つ以上の科目に共通する内容を盛り込
んだ出題科目である。

2 大学入試センター試験の数学と理科の配点等については，次のようにグループ分けしている。
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ→数学①
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報→数学②
物基，化基，生基，地学基→理科①
物，化，生，地学→理科②

3 大学入試センター試験の理科の選択方法については，次のように表記している。
物基，化基，生基，地学基から2科目を選択→Ａ
物，化，生，地学から1科目を選択→Ｂ
物基，化基，生基，地学基から2科目及び物，化，生，地学から1科目を選択→Ｃ
物，化，生，地学から2科目を選択→Ｄ

4 個別学力検査の出題教科・科目名は，上記1と同様に表記するほか，次のように表記している。
「数学Ⅲ」→「数Ⅲ」，「数学Ａ」→「数Ａ」，「数学Ｂ」→「数Ｂ」
「コミュニケーション英語Ⅰ」→「コ英Ⅰ」，「コミュニケーション英語Ⅱ」→「コ英Ⅱ」，
「コミュニケーション英語Ⅲ」→「コ英Ⅲ」，「英語表現Ⅰ」→「英表Ⅰ」，「英語表現Ⅱ」→「英表Ⅱ」
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【大学入試センター試験の利用教科・科目名，教科・科目の採用方法】欄
◆は，学部・学科等が指定する教科・科目の範囲内で受験を要する科目数以上を受験している場合の，科目の採用方法を示す。
＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。
＊2 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目の合計の得点とする。

学部・学科等名
及び入学定員等

学力検査
等の区分・
日程
（募集人員）

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 の 利 用 教 科 ・ 科 目 名
教 科 ・ 科 目 の 採 用 方 法

教科 科 目 名 等

法文学部

365人

前期215
後期 70
ＡＯ 45
推薦 25
社会人10

人文社会学科
「昼間主

コース」

前期
2月25日
（175）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1教科2科目
又は2教科2科目公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ

から1又は2
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

から
2教科3科目
（＊1）

数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報
物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ

Ａ
又はＢ
又はＣ
又はＤ

物，化，生，地学 から1 Ｂ
理 物基，化基，生基，地学基 から2

Ｃ
物，化，生，地学 から1
物，化，生，地学 から2 Ｄ

外 英，独，仏，中，韓 から1
〔5又は6教科7科目〕

◆「数学」2科目及び「理科（パターンＣ）」の計4科目を受験している場合は，高得点順に
成績を採用する。（＊1）（＊2）
◆「数学」2科目及び「理科（パターンＤ）」の計4科目を受験している場合は，次のとおり
成績を採用する。
第1に「数学」の2科目のうち高得点1科目と「理科」の第1解答科目を採用する。
第2に，第1で採用されていない「数学」の科目と「理科」の第2解答科目のうち高得点
1科目を採用する。
◇「理科」において，同一名称を含む科目の選択は認めない。

後期
3月12日
（50）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�

�
�
�
�
�
�

�

から1（＊1）
公民 現社，倫，政経，倫・政経
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ，数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報

理
物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ Ａ

又はＢ物，化，生，地学 から1 Ｂ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔3教科3科目〕
◆「地理歴史，公民」，「数学」，「理科」において計2科目以上を受験している場合は，「地理
歴史，公民」の第1解答科目，「数学」，「理科」の基礎を付した科目，「理科」の基礎を付
していない科目（2科目を受験している場合は，第1解答科目）のうち高得点1科目を採
用する。（＊2）

ＡＯⅡ
2月2日
（35）

同 上

推薦Ⅰ
11月25日
（15）

大学入試センター試験は課さない。

－23－

【大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等】欄
＊は，選択科目の配点を示す。

個 別 学 力 検 査 等 大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等 その他
の選抜
方法等教科

等 科 目 名 等 2段階
選 抜 試験の区分 国語 地歴 公民 数学 理科 外国語 総合

問題
小論文 実技 面接

等
調査
書等

配点
合計① ② ① ②

国
外

国語総合・現代文Ｂ・古典Ｂ
コ英Ｉ・コ英Ⅱ・コ英Ⅲ

*50
又は
*100

外国人

追加合格
欠員補充

センター試験 200 200 *50 *50 *50 200 750

個別学力検査等 250 250 500
計 450 200 150 450 1250

その他 小論文
センター試験 200 *100*100 *100 *100 200 500

個別学力検査等 200 200
計 200 100 200 200 700

その他 面接（口頭試問を含む。）
出願書類（志望理由書，調査書） センター試験 200 *200*200 *200 *200 200 600

個別学力検査等 200 100 300
計 200 200 200 200 100 900

その他 小論文
面接（口頭試問を含む。）
出願書類（推薦書，調査書）

個別学力検査等 400 200 200 800



－24－

【大学入試センター試験の利用教科・科目名，教科・科目の採用方法】欄
◆は，学部・学科等が指定する教科・科目の範囲内で受験を要する科目数以上を受験している場合の，科目の採用方法を示す。
＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。
＊2 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目の合計の得点とする。

学部・学科等名
及び入学定員等

学力検査
等の区分・
日程
（募集人員）

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 の 利 用 教 科 ・ 科 目 名
教 科 ・ 科 目 の 採 用 方 法

教科 科 目 名 等

法文学部 人文社会学科
「夜間主

コース」

前期
2月25日
（40）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1教科2科目
又は2教科2科目公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ

から1又は2
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

から
2教科3科目
（＊1）

数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報
物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ

Ａ
又はＢ
又はＣ
又はＤ

物，化，生，地学 から1 Ｂ
理 物基，化基，生基，地学基 から2

Ｃ
物，化，生，地学 から1
物，化，生，地学 から2 Ｄ

外 英，独，仏，中，韓 から1
〔5又は6教科7科目〕

◆「数学」2科目及び「理科（パターンＣ）」の計4科目を受験している場合は，高得点順に
成績を採用する。（＊1）（＊2）
◆「数学」2科目及び「理科（パターンＤ）」の計4科目を受験している場合は，次のとおり
成績を採用する。
第1に「数学」の2科目のうち高得点1科目と「理科」の第1解答科目を採用する。
第2に，第1で採用されていない「数学」の科目と「理科」の第2解答科目のうち高得点
1科目を採用する。
◇「理科」において，同一名称を含む科目の選択は認めない。

後期
3月12日
（20）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�

�
�
�
�
�
�

�

から1（＊1）
公民 現社，倫，政経，倫・政経
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ，数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報

理
物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ Ａ

又はＢ物，化，生，地学 から1 Ｂ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔3教科3科目〕
◆「地理歴史，公民」，「数学」，「理科」において計2科目以上を受験している場合は，「地理
歴史，公民」の第1解答科目，「数学」，「理科」の基礎を付した科目，「理科」の基礎を付
していない科目（2科目を受験している場合は，第1解答科目）のうち高得点1科目を採
用する。（＊2）

ＡＯⅡ
2月2日
（10）

同 上

推薦Ⅰ
11月25日
（10）

大学入試センター試験は課さない。

－25－

【大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等】欄
＊は，選択科目の配点を示す。

個 別 学 力 検 査 等 大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等 その他
の選抜
方法等教科

等 科 目 名 等 2段階
選 抜 試験の区分 国語 地歴 公民 数学 理科 外国語 総合

問題
小論文 実技 面接

等
調査
書等

配点
合計① ② ① ②

国 国語総合・現代文Ｂ・古典Ｂ *50
又は
*100

社会人

追加合格
欠員補充

センター試験 200 200 *50 *50 *50 200 750

個別学力検査等 250 250
計 450 200 150 200 1000

その他 小論文 センター試験 200 *100*100 *100 *100 200 500
個別学力検査等 200 200

計 200 100 200 200 700

その他 面接（口頭試問を含む。）
出願書類（志望理由書，調査書）

センター試験 200 *200*200 *200 *200 200 600
個別学力検査等 200 100 300

計 200 200 200 200 100 900
その他 小論文

面接（口頭試問を含む。）
出願書類（推薦書，調査書）

個別学力検査等 400 200 200 800
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【大学入試センター試験の利用教科・科目名，教科・科目の採用方法】欄
◆は，学部・学科等が指定する教科・科目の範囲内で受験を要する科目数以上を受験している場合の，科目の採用方法を示す。
＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。
＊2 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目の合計の得点とする。

学部・学科等名
及び入学定員等

学力検査
等の区分・
日程
（募集人員）

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 の 利 用 教 科 ・ 科 目 名
教 科 ・ 科 目 の 採 用 方 法

教科 科 目 名 等

教育学部

160人

前期116
後期 10
ＡＯ 24
推薦 10

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初
等
教
育
コ
ー
ス

幼年教
育サブ
コース

前期
2月25日
（6）

国 国語 1

数
数Ⅰ・数Ａ 1
数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報 から1

地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �
�
�
から1又は2

�
�

�
�
�

�
�

�
�
�

�

から
2教科3科目
又は
3教科3科目
（＊1）

公民 現社，倫，政経，倫・政経

理

物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ
Ａ
又はＣ
又はＤ

物基，化基，生基，地学基 から2
Ｃ

物，化，生，地学 から1
物，化，生，地学 から2 Ｄ

外 英，独，仏，中，韓 から1
〔5又は6教科7科目〕

◆「地理歴史，公民」において2科目及び「理科」において基礎を付した科目と基礎を付
していない科目を受験している場合は，次のとおり成績を採用する。（＊2）
第1に「地理歴史，公民」の第1解答科目と「理科」の基礎を付した科目を採用する。
第2に「地理歴史，公民」の第2解答科目と「理科」の基礎を付していない科目のうち
高得点1科目を採用する。
◆「地理歴史，公民」において2科目及び「理科」において基礎を付していない科目を2
科目受験している場合は，「地理歴史，公民」の第1解答科目と「理科」の基礎を付し
ていない科目2科目を採用する。
◇「理科」において，同一名称を含む科目の選択は認めない。

小学校
サブ
コース

前期
2月25日
（58）

同 上

後期
3月12日
（10）

同 上

ＡＯⅡ
〔ＡＯⅡＡ〕
11月25日
（10）

〔ＡＯⅡＢ〕
11月25日
（6）

同 上

推薦Ⅰ
11月25日
（10）

大学入試センター試験は課さない。

－27－

【大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等】欄
＊は，選択科目の配点を示す。

個 別 学 力 検 査 等 大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等 その他
の選抜
方法等教科

等 科 目 名 等 2段階
選 抜 試験の区分 国語 地歴 公民 数学 理科 外国語 総合

問題
小論文 実技 面接

等
調査
書等

配点
合計① ② ① ②

国
数
理

国語総合・現代文Ｂ・古典Ｂ
数Ⅰ・数Ⅱ・数Ａ・数Ｂ
物基・物，化基・化，
生基・生，地学基・地学
から1

�
�
�
�
�
�
�

1教科選択

*100
又は
*200

*100
又は
*200

外国人

追加合格
欠員補充

センター試験 200 100 100 200 900

個別学力検査等 *200 *200 *200 200 400

*100
又は
*200

*300
又は
*400

計 *400 *400 200 200 1300

その他 小論文

国
数
理

国語総合・現代文Ｂ・古典Ｂ
数Ⅰ・数Ⅱ・数Ａ・数Ｂ
物基・物，化基・化，
生基・生，地学基・地学
から1

その他 実技検査
（音楽実技，美術実技，
体育実技から1）

�
�
�
��
�
�
�
�
�

1教科選択

*100
又は
*200

*100
又は
*200

センター試験 200 100 100 200 900

個別学力検査等 *200 *200 *200 200 *200 400

*100
又は
*200

*300
又は
*400

計 *400 *400 200 200 *200 1300

その他 小論文

その他 面接（口頭試問を含む。） *100
又は
*200

*100
又は
*200

センター試験 200 100 100 200 900

個別学力検査等 200 200

*100
又は
*200

*100
又は
*200

計 200 200 200 200 1100

その他 面接（プレゼンテーションを含む。）
出願書類（志望理由書，自己推薦書，調査書） *100

又は
*200

*100
又は
*200

センター試験 200 100 100 200 900

個別学力検査等 300 100 400

*100
又は
*200

*100
又は
*200

計 200 200 200 300 1001300

第1次選抜：面接（教員の資質を問う内容についてのプレゼンテーションを含む。）
の結果及び出願書類（志望理由書，自己推薦書，調査書）による選考

第2次選抜：第1次選抜の成績及び大学入試センター試験の成績による選考
その他 小論文

面接（口頭試問を含む。）
出願書類（推薦書，調査書，調書） 個別学力検査等 100 100 100 300



－28－

※ 教育学部学校教育教員養成課程中等教育コースの一般入試募集人員は，系ごとに定めており，表中の（ ）の数は，各専攻の合格予定
者数を示す。詳細は14ページを参照すること。

【大学入試センター試験の利用教科・科目名，教科・科目の採用方法】欄
◆は，学部・学科等が指定する教科・科目の範囲内で受験を要する科目数以上を受験している場合の，科目の採用方法を示す。
＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。
＊2 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目の合計の得点とする。

学部・学科等名
及び入学定員等

学力検査
等の区分・
日程
（募集人員）

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 の 利 用 教 科 ・ 科 目 名
教 科 ・ 科 目 の 採 用 方 法

教科 科 目 名 等

教育学部 学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

中
等
教
育
コ
ー
ス

言
語
・
社
会
教
育
系

国語教
育専攻

前期
2月25日
（5）

国 国語 1

数 数Ⅰ・数Ａ 1
数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報 から1

地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �
�
�
から1又は2

�
�
�
�

�
�

�
�
�

から
2教科3科目
又は
3教科3科目
（＊1）

公民 現社，倫，政経，倫・政経

理

物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ
Ａ
又はＣ
又はＤ

社会科
教育専
攻

前期
2月25日
（5）

物基，化基，生基，地学基 から2 Ｃ物，化，生，地学 から1
物，化，生，地学 から2 Ｄ

外 英，独，仏，中，韓 から1
〔5又は6教科7科目〕

英語教
育専攻

前期
2月25日
（4）

◆「地理歴史，公民」において2科目及び「理科」において基礎を付した科目と基礎を付していない科目
を受験している場合は，次のとおり成績を採用する。（＊2）
第1に「地理歴史，公民」の第1解答科目と「理科」の基礎を付した科目を採用する。
第2に「地理歴史，公民」の第2解答科目と「理科」の基礎を付していない科目のうち高得点1科目
を採用する。

◆「地理歴史，公民」において2科目及び「理科」において基礎を付していない科目を2科目受験してい
る場合は，「地理歴史，公民」の第1解答科目と「理科」の基礎を付していない科目2科目を採用する。

◇「理科」において，同一名称を含む科目の選択は認めない。

自
然
科
学
系

数学教
育専攻

前期
2月25日
（5）

同 上

理科教
育専攻

前期
2月25日
（5）

技術教
育専攻

前期
2月25日
（3）

芸
術
・
生
活
健
康
系

音楽教
育専攻

前期
2月25日
（4）

同 上

美術教
育専攻

前期
2月25日
（3）

同 上

保健体
育専攻

前期
2月25日
（3）

同 上

家政教
育専攻

前期
2月25日
（3）

同 上

特別支援教育教員
養成課程

前期
2月25日
（12）

国 国語 1

数 数Ⅰ・数Ａ 1
数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報 から1

地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �
�
�
から1公民 現社，倫，政経，倫・政経

理 物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ Ａ又はB
�
�
�
から1（＊1）物，化，生，地学 から1 B

外 英，独，仏，中，韓 から1
〔5教科6科目〕

◆「地理歴史，公民」において2科目受験している場合は，第1解答科目を採用する。
◆「理科」において，基礎を付した科目と基礎を付していない科目を受験している場合は，高得点1
科目を採用する。（＊2）
「理科」において，基礎を付していない科目を2科目受験している場合は，第1解答科目を採用する。

ＡＯⅡ
11月25日
（8）

同 上
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【大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等】欄
＊は，選択科目の配点を示す。

個 別 学 力 検 査 等 大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等 その他
の選抜
方法等教科

等 科 目 名 等 2段階
選 抜 試験の区分 国語 地歴 公民 数学 理科 外国語 総合

問題
小論文 実技 面接

等
調査
書等

配点
合計① ② ① ②

国
外

国語総合・現代文Ｂ・古典Ｂ
コ英Ⅰ・コ英Ⅱ・コ英Ⅲ・
英表Ⅰ・英表Ⅱ

�
��
��

1教科選択

*100
又は*200

*100
又は*200

外国人

追加合格
欠員補充

センター試験 200 100 100 200 900

個別学力検査等 *200 *200 100 300
その他 小論文 計 *400 *100

又は*200 200 *100
又は*200*400 100 1200

数
理

数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・数Ａ・数Ｂ
物基・物，化基・化，
生基・生，地学基・地学
から1

�
�
�
�
�

1教科選択

センター試験 150 *100
又は*200100 100

*100
又は*200150 800

個別学力検査等 *300 *300 100 400

計 150 *100
又は*200 *500 *400

又は*500150 100 1200その他 小論文

その他 実技検査（音楽実技）
小論文 センター試験 200 *100

又は*200100 100
*100

又は*200200 900

その他 実技検査（美術実技）
小論文

個別学力検査等 100 500 600

計 200 *100
又は*200 200 *100

又は*200200 100 500 1500
その他 実技検査（体育実技）

小論文

国
数

国語総合・現代文Ｂ・古典Ｂ
数Ⅰ・数Ⅱ・数Ａ・数Ｂ

�
�
�

1教科選択

センター試験 200 *100
又は*200100 100

*100
又は*200200 900

個別学力検査等 *200 *200 100 300
その他 小論文 *400 *100

又は*200 *400 *100
又は*200200 100 1200

国
数

国語総合・現代文Ｂ・古典Ｂ
数Ⅰ・数Ⅱ・数Ａ・数Ｂ

�
�
�

1教科選択
*100*100 *100*100

外国人

追加合格
欠員補充

センター試験 200 100 100 200 800

個別学力検査等 *200 *200 200 400
その他 小論文 計 *400 100 *400 100 200 200 1200

その他 小論文
面接（口頭試問を含む。）

センター試験 200 *100*100100 100 *100*100200 800
個別学力検査等 200 200 400

計 200 100 200 100 200 200 200 1200
第1次選抜：小論文，面接（口頭試問を含む。）の結果及び出願書類（志望理由書，自己推薦書，

調査書）による選考
第2次選抜：第1次選抜の成績及び大学入試センター試験の成績による選考
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【大学入試センター試験の利用教科・科目名，教科・科目の採用方法】欄
◆は，学部・学科等が指定する教科・科目の範囲内で受験を要する科目数以上を受験している場合の，科目の採用方法を示す。
＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。
＊2 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目の合計の得点とする。

学部・学科等名
及び入学定員等

学力検査
等の区分・
日程
（募集人員）

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 の 利 用 教 科 ・ 科 目 名
教 科 ・ 科 目 の 採 用 方 法

教科 科 目 名 等

社会共創
学部

180人

前期111
ＡＯ 69

産業マネジメント
学科

前期
2月25日
（48）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1又は2

公民 現社，倫，政経，倫・政経
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ，数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報 から1又は2

物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ
Ａ
又はＢ
又はＣ
又はＤ

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

から
3教科5科目
又は
4教科5科目
（＊1）

物，化，生，地学 から1 Ｂ
理 物基，化基，生基，地学基 から2

Ｃ
物，化，生，地学 から1
物，化，生，地学 から2 Ｄ

外 英，独，仏，中，韓 から1
〔5又は6教科7科目〕

◆「地理歴史，公民」，「数学」及び「理科（パターンＣ）」において計6科目を受験している
場合は，次のとおり成績を採用する。（＊1）（＊2）
第1に「地理歴史，公民」の第1解答科目を採用する。
第2に「地理歴史，公民」の第2解答科目，「数学」及び「理科」のうち高得点4科目を
採用する。
◆「地理歴史，公民」，「数学」及び「理科（パターンＤ）」において計6科目を受験している
場合は，次のとおり成績を採用する。
第1に「地理歴史，公民」の第1解答科目と「理科」の第1解答科目を採用する。
第2に「地理歴史，公民」の第2解答科目，「数学」及び「理科」の第2解答科目のうち
高得点3科目を採用する。
◇「理科」において，同一名称を含む科目の選択は認めない。

ＡＯⅠ
10月13日
～14日
（5）

大学入試センター試験は課さない。

ＡＯⅡ
〔ＡＯⅡＡ〕
2月2日
（5）

〔ＡＯⅡＢ〕
2月2日
（7）

〔ＡＯⅡＣ〕
2月2日
（5）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から2

公民 現社，倫，政経，倫・政経
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ，数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報

理
物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ Ａ

又はＢ

�
�
�
�
�

から1（＊1）
物，化，生，地学 から1 Ｂ

外 英，独，仏，中，韓 から1
〔4又は5教科5科目〕

◆「数学」，「理科」において計2科目以上を受験している場合は，「数学」，「理科」の基礎を
付した科目，「理科」の基礎を付していない科目（2科目受験している場合は，第1解答
科目）のうち高得点1科目を採用する。（＊2）
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【大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等】欄
＊は，選択科目の配点を示す。
＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。
＊2 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目の合計の得点とする。

個 別 学 力 検 査 等 大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等 その他
の選抜
方法等教科

等 科 目 名 等 2段階
選 抜 試験の区分 国語 地歴 公民 数学 理科 外国語 総合

問題
小論文 実技 面接

等
調査
書等

配点
合計① ② ① ②

その他 総合問題
センター試験 200 *△ *△ *△ *△ *△ *△ 200 700

追加合格
欠員補充

個別学力検査等 300 300
計 200 300 200 300 1000

注 △は，最高得点の科目の配点を100点とし，その他の4科目の配点は50点とする。
（＊1）（＊2）

その他 総合問題
面接
グループディスカッション
出願書類（活動報告書，
志望理由書，調査書）

個別学力検査等 200 100 100 400

その他 面接
出願書類（活動報告書，
志望理由書，調査書）

センター試験 150 △ △ *△ *△ *△ *△ 150 500

個別学力検査等 150 50 200
計 150 200 150 150 50 700

注 △は，最高得点の科目の配点を100点とし，その他の2科目の配点は50点とする。
（＊1）（＊2）
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【大学入試センター試験の利用教科・科目名，教科・科目の採用方法】欄
◆は，学部・学科等が指定する教科・科目の範囲内で受験を要する科目数以上を受験している場合の，科目の採用方法を示す。
＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。
＊2 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目の合計の得点とする。

学部・学科等名
及び入学定員等

学力検査
等の区分・
日程
（募集人員）

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 の 利 用 教 科 ・ 科 目 名
教 科 ・ 科 目 の 採 用 方 法

教科 科 目 名 等

社会共創
学部

産業
イノベーション
学科

前期
2月25日
（13）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1

公民 現社，倫，政経，倫・政経
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ，数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報 から1

理
物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ Ａ

又はＢ
�
�
�
から1（＊1）

物，化，生，地学 から1 Ｂ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔5教科5科目〕
◆「地理歴史，公民」において2科目を受験している場合は，第1解答科目を採用する。
「数学」において2科目を受験している場合は，高得点の科目を採用する。
「理科」において基礎を付した科目と基礎を付していない科目を受験している場合は，高得点
1科目を採用する。（＊2）
「理科」において基礎を付していない科目を2科目受験している場合は，第1解答科目を採用
する。

ＡＯⅠ
10月13日
～14日
（12）

大学入試センター試験は課さない。

環境デザイン
学科

前期
2月25日
（25）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1

公民 現社，倫，政経，倫・政経
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ，数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報 から1

理
物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ Ａ

又はＢ
�
�
�
から1（＊1）

物，化，生，地学 から1 Ｂ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔5教科5科目〕
◆「地理歴史，公民」において2科目を受験している場合は，第1解答科目を採用する。
「数学」において2科目を受験している場合は，高得点の科目を採用する。
「理科」において基礎を付した科目と基礎を付していない科目を受験している場合は，高得点
1科目を採用する。（＊2）
「理科」において基礎を付していない科目を2科目受験している場合は，第1解答科目を採用
する。

ＡＯⅠ
10月13日
～14日
（10）

大学入試センター試験は課さない。
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【大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等】欄
＊は，選択科目の配点を示す。

個 別 学 力 検 査 等 大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等 その他
の選抜
方法等教科

等 科 目 名 等 2段階
選 抜 試験の区分 国語 地歴 公民 数学 理科 外国語 総合

問題
小論文 実技 面接

等
調査
書等

配点
合計① ② ① ②

その他 面接 センター試験 100 100 *150*150*150*150200 700 追加合格
欠員補充個別学力検査等 300 300

計 100 100 150 150 200 300 1000

その他 総合問題
面接
グループディスカッション
出願書類（活動報告書，
志望理由書，調査書）

個別学力検査等 200 200 100 500

外

その他

コ英Ｉ・コ英Ⅱ・コ英Ⅲ

面接

センター試験 100 100 *200*200*200*200100 700 追加合格
欠員補充個別学力検査等 200 100 300

計 100 100 200 200 300 100 1000

その他 総合問題
面接
グループディスカッション
出願書類（活動報告書，
志望理由書，調査書）

個別学力検査等 300 100 100 500
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【大学入試センター試験の利用教科・科目名，教科・科目の採用方法】欄
◆は，学部・学科等が指定する教科・科目の範囲内で受験を要する科目数以上を受験している場合の，科目の採用方法を示す。
＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。
＊2 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目の合計の得点とする。

学部・学科等名
及び入学定員等

学力検査
等の区分・
日程
（募集人員）

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 の 利 用 教 科 ・ 科 目 名
教 科 ・ 科 目 の 採 用 方 法

教科 科 目 名 等

社会共創
学部

前期
2月25日
（5）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ
公民 現社，倫，政経，倫・政経
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ，数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報

�
�

�
�
�
�
�
�

�

から1（＊1）

理
物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ Ａ

又はＢ物，化，生，地学 から1 Ｂ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔3教科3科目〕
◆「地理歴史，公民」，「数学」，「理科」において計2科目以上を受験している場合は，「地理歴
史，公民」の第1解答科目，「数学」，「理科」の基礎を付した科目，「理科」の基礎を付して
いない科目（2科目を受験している場合は，第1解答科目）のうち高得点1科目を採用する。
（＊2）

前期
2月25日
（8）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1

公民 現社，倫，政経，倫・政経
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ，数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報 から1

理
物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ Ａ

又はＢ
�
�
�
から1（＊1）

物，化，生，地学 から1 Ｂ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔5教科5科目〕
◆「地理歴史，公民」において2科目を受験している場合は，第1解答科目を採用する。
「数学」において2科目を受験している場合は，高得点の科目を採用する。
「理科」において基礎を付した科目と基礎を付していない科目を受験している場合は，高得点
1科目を採用する。（＊2）
「理科」において基礎を付していない科目を2科目受験している場合は，第1解答科目を採用
する。

前期
2月25日
（12）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ
公民 現社，倫，政経，倫・政経
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ，数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報

�
�

�
�
�
�
�
�

�

から1（＊1）

理
物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ Ａ

又はＢ物，化，生，地学 から1 Ｂ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔3教科3科目〕
◆「地理歴史，公民」，「数学」，「理科」において計2科目以上を受験している場合は，「地理歴
史，公民」の第1解答科目，「数学」，「理科」の基礎を付した科目，「理科」の基礎を付して
いない科目（2科目を受験している場合は，第1解答科目）のうち高得点1科目を採用する。
（＊2）

ＡＯⅠ
10月13日
～14日
（25）

大学入試センター試験は課さない。

地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

農
山
漁
村
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

文
化
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

ス
ポ
ー
ツ
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
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【大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等】欄
＊は，選択科目の配点を示す。

個 別 学 力 検 査 等 大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等 その他
の選抜
方法等教科

等 科 目 名 等 2段階
選 抜 試験の区分 国語 地歴 公民 数学 理科 外国語 総合

問題
小論文 実技 面接

等
調査
書等

配点
合計① ② ① ②

その他 面接
グループディスカッション

センター試験 150 *200*200*200*200*200*200150 500 追加合格
欠員補充個別学力検査等 500 500

計 150 200 150 500 1000

その他 面接
グループディスカッション

センター試験 200 100 *100*100*100*100200 700
個別学力検査等 300 300

計 200 100 100 100 200 300 1000

その他 面接
実技検査（体育実技）

センター試験 150 *200*200*200*200*200*200150 500
個別学力検査等 300 200 500

計 150 200 150 300 200 1000

その他 総合問題
面接
グループディスカッション
出願書類（活動報告書，
志望理由書，調査書）

個別学力検査等 400 300 100 800
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【大学入試センター試験の利用教科・科目名，教科・科目の採用方法】欄
◆は，学部・学科等が指定する教科・科目の範囲内で受験を要する科目数以上を受験している場合の，科目の採用方法を示す。

学部・学科等名
及び入学定員等

学力検査
等の区分・
日程
（募集人員）

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 の 利 用 教 科 ・ 科 目 名
教 科 ・ 科 目 の 採 用 方 法

教科 科 目 名 等

理学部

225人

前期160
後期 23
推薦 42

理
学
科

数学受験 前期
2月25日
（42）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1

公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ・数Ａ 1
数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報 から1

理 物，化，生，地学 から2 Ｄ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔5教科7科目〕
◆「地理歴史，公民」において2科目を受験している場合は，第1解答科目を採用する。

物理受験 前期
2月25日
（40）

同上

化学受験 前期
2月25日
（40）

同上

生物受験 前期
2月25日
（30）

同上

地学受験 前期
2月25日
（8）

同上

Ａ（数学）後期
3月12日
（13）

同上

Ｂ（面接）後期
3月12日
（10）

同上
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【大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等】欄
＊は，選択科目の配点を示す。

個 別 学 力 検 査 等 大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等 その他
の選抜
方法等教科

等 科 目 名 等 2段階
選 抜 試験の区分 国語 地歴 公民 数学 理科 外国語 総合

問題
小論文 実技 面接

等
調査
書等

配点
合計① ② ① ②

数

その他

数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・
数Ａ・数Ｂ
出願書類（調査書）

センター試験 100 ＊50＊50 75 75 200 200 700 追加合格
個別学力検査等 300 100 400 欠員補充

計 100 50 450 200 200 1001100

理
その他

物基・物
出願書類（調査書）

センター試験 100 ＊50＊50100 100 150 200 700
個別学力検査等 300 100 400

計 100 50 200 450 200 1001100
理
その他

化基・化
出願書類（調査書）

センター試験 100 ＊50＊50100 100 150 200 700
個別学力検査等 300 100 400

計 100 50 200 450 200 1001100
理
その他

生基・生
出願書類（調査書）

センター試験 100 ＊50＊50100 100 150 200 700
個別学力検査等 300 100 400

計 100 50 200 450 200 1001100
理
その他

地学基・地学
出願書類（調査書）

センター試験 100 ＊50＊50100 100 150 200 700
個別学力検査等 300 100 400

計 100 50 200 450 200 1001100
数

その他

数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・
数Ａ・数Ｂ
出願書類（調査書）

センター試験 100 ＊50＊50100 100 200 150 700
個別学力検査等 300 100 400

計 100 50 500 200 150 1001100
その他 面接（口頭試問を含む。）

出願書類（調査書）
センター試験 100 ＊50＊50100 100 200 150 700
個別学力検査等 300 100 400

計 100 50 200 200 150 300 1001100
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学部・学科等名
及び入学定員等

学力検査
等の区分・
日程
（募集人員）

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 の 利 用 教 科 ・ 科 目 名
教 科 ・ 科 目 の 採 用 方 法

教科 科 目 名 等

理学部 理
学
科

数学・
数理情報
コース

推薦Ⅱ
11月25日
（10）

国 国語 1

数
数Ⅰ・数Ａ 1
数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報 から1

理 物，化，生，地学 から2 Ｄ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔4教科6科目〕
物理学
コース

推薦Ⅱ
11月25日
（5）

同上

化学
コース

推薦Ⅱ
11月25日
（8）

同上

生物学
コース

推薦Ⅰ
11月25日
（7）

大学入試センター試験は課さない。

地学
コース

推薦Ⅰ
11月25日
（12）

大学入試センター試験は課さない。
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個 別 学 力 検 査 等 大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等 その他
の選抜
方法等教科

等 科 目 名 等 2段階
選 抜 試験の区分 国語 地歴 公民 数学 理科 外国語 総合

問題
小論文 実技 面接

等
調査
書等

配点
合計① ② ① ②

その他 面接（口頭試問を含む。）
出願書類（推薦書，調査書）

センター試験 100 100 100 100 100 500 外国人
個別学力検査等 400 100 500

計 100 200 100 100 400 1001000

その他 面接（口頭試問を含む。）
出願書類（推薦書，調査書）

センター試験 100 75 75 150 100 500
個別学力検査等 400 100 500

計 100 150 150 100 400 100 1000
その他 面接（口頭試問を含む。）

出願書類（推薦書，調査書）
センター試験 100 50 50 200 100 500
個別学力検査等 400 100 500

計 100 100 200 100 400 100 1000
その他 面接（口頭試問を含む。）

出願書類（推薦書，調査書）
個別学力検査等 200 100 300

その他 面接（口頭試問を含む。）
出願書類（推薦書，調査書）

個別学力検査等 200 100 300
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【大学入試センター試験の利用教科・科目名，教科・科目の採用方法】欄
◆は，学部・学科等が指定する教科・科目の範囲内で受験を要する科目数以上を受験している場合の，科目の採用方法を示す。
＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。
＊2 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目の合計の得点とする。

学部・学科等名
及び入学定員等

学力検査
等の区分・
日程
（募集人員）

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 の 利 用 教 科 ・ 科 目 名
教 科 ・ 科 目 の 採 用 方 法

教科 科 目 名 等

医学部

170人

前期 73
後期 25
推薦 69
社会人3

医学科 前期
2月25日
～26日
（40）

国 国語 1
地歴 世Ｂ，日Ｂ，地理Ｂ �

�
�
から1公民 倫・政経

数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報 から1

理 物，化，生，地学 から2 Ｄ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔5教科7科目〕
◆「地理歴史，公民」において2科目を受験している場合は，第1解答科目を採用する。
なお，「地理歴史，公民」の第1解答科目が指定された科目でない場合は，個別学力検査等を
受験することができない。

後期
3月12日
～13日
（25）

同 上

推薦Ⅱ
（学校推薦）
〔推薦Ａ〕
11月24日
～25日
（25）

国 国語 1
地歴 世Ｂ，日Ｂ，地理Ｂ �

�
�
から1公民 倫・政経

数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ から1

理 物，化，生，地学 から2 Ｄ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔5教科7科目〕
◆「地理歴史，公民」において2科目を受験している場合は，第1解答科目を採用する。
なお，「地理歴史，公民」の第1解答科目が指定された科目でない場合は，合格者選考の対象
とはならない。

推薦Ⅱ
（地域特
別枠推薦）
〔推薦Ｂ〕
11月24日
～25日
（20）

同 上

看護学科 前期
2月25日
～26日
（33）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1公民 現社，倫，政経，倫・政経

数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ �
�
�
から1数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報

理 物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ Ａ
又はＢ

�
�
�
から1（＊1）物，化，生，地学 から1 Ｂ

外 英，独，仏，中，韓 から1
〔5教科5科目〕

◆「地理歴史，公民」において2科目を受験している場合は，第1解答科目を採用する。
「数学」において2科目を受験している場合は，高得点1科目を採用する。
「理科」において基礎を付した科目と基礎を付していない科目を受験している場合は，高得点
の科目を採用する。（＊2）
「理科」において基礎を付していない科目を2科目受験している場合は，第1解答科目を採用
する。

推薦Ⅱ
11月24日
～25日
（24）

国 国語 1

理 物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ Ａ
又はＢ

�
�
�
から1（＊1）物，化，生，地学 から1 Ｂ

外 英，独，仏，中，韓 から1
〔3教科3科目〕

◆「理科」において基礎を付した科目と基礎を付していない科目を受験している場合は，高得点
の科目を採用する。（＊2）
「理科」において基礎を付していない科目を2科目受験している場合は，第1解答科目を採用
する。
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【大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等】欄
＊は，選択科目の配点を示す。

個 別 学 力 検 査 等 大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等 その他
の選抜
方法等教科

等 科 目 名 等 2段階
選 抜 試験の区分 国語 地歴 公民 数学 理科 外国語 総合

問題
小論文 実技 面接

等
調査
書等

配点
合計① ② ① ②

数

理
外

その他

数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・
数Ａ・数Ｂ
物基・物，化基・化
コ英Ⅰ・コ英Ⅱ・
コ英Ⅲ・英表Ⅰ
面接

約6倍 センター試験 200 *50 *50 50 50 100 100 550 外国人

追加合格
欠員補充

個別学力検査等 200 200 200 100 700
計 200 50 300 300 300 100 1250

その他 総合問題
面接

約20倍 センター試験 200 *100*100100 100 200 200 900
個別学力検査等 200 100 300

計 200 100 200 200 200 200 100 1200

その他 総合問題
面接

センター試験 200 *100*100100 100 200 200 900
個別学力検査等 200 200 400
第1次選抜：総合問題，面接及び出願書類（推薦書，調査書）による選考
第2次選抜：大学入試センター試験の成績による選考

その他 総合問題
面接

センター試験 200 *100*100100 100 200 200 900
個別学力検査等 200 200 400
第1次選抜：総合問題，面接，奨学金受給の確認の結果及び出願書類（推薦書，

自己推薦書，調査書）による選考
第2次選抜：大学入試センター試験の成績による選考

その他 小論文
面接
グループディスカッション

センター試験 200 *100*100*100＊100＊100＊100200 700 社会人
外国人
追加合格
欠員補充

個別学力検査等 100 200 300
計 200 100 100 100 200 100 200 1000

その他 小論文
面接
グループディスカッション

センター試験 100 *100*100200 400
個別学力検査等 200 100 300
第1次選抜：小論文，面接，グループディスカッション及び出願書類（推薦書，

調査書）による選考
第2次選抜：大学入試センター試験の成績による選考
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【大学入試センター試験の利用教科・科目名，教科・科目の採用方法】欄
◆は，学部・学科等が指定する教科・科目の範囲内で受験を要する科目数以上を受験している場合の，科目の採用方法を示す。
＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。
＊2 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目の合計の得点とする。

学部・学科等名
及び入学定員等

学力検査
等の区分・
日程
（募集人員）

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 の 利 用 教 科 ・ 科 目 名
教 科 ・ 科 目 の 採 用 方 法

教科 科 目 名 等

工学部

500人

前期326
後期 88
推薦 86

工
学
科

理型入試
（社会
デザイン
コースを
除く）

前期
2月25日
（313）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1

公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報 から1

理
物基，化基，生基，地学基 から2

Ｃ Ｃ
又はＤ

�
��
��
から2（＊1）物，化，生，地学 から1

物，化，生，地学 から2 Ｄ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔5教科7科目〕
◆「地理歴史，公民」において2科目を受験している場合は，第1解答科目を採用する。
◇「理科」において，同一名称を含む科目の選択は認めない。

後期
3月12日
（82）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1

公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報 から1

理

物基，化基，生基，地学基 から2
Ｃ Ｃ

又はＤ

�
��
��
から2（＊1）物，化，生，地学 から1

物，化，生，地学 から2 Ｄ
※ただし，理科は「物理」又は「物理基礎」を含めること

外 英，独，仏，中，韓 から1
〔5教科7科目〕

◆「地理歴史，公民」において2科目を受験している場合は，第1解答科目を採用する。
◇「理科」において，同一名称を含む科目の選択は認めない。

文理型入試
（社会
デザイン
コース）

前期
2月25日
（13）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1

公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報 から1

理
物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ Ａ

又はＢ
�
�
�
から1（＊1）

物，化，生，地学 から1 Ｂ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔5教科6科目〕
◆「地理歴史，公民」において2科目を受験している場合は，第1解答科目を採用する。
「理科」において基礎を付した科目と基礎を付していない科目を受験している場合は，高得点
の科目を採用する。（＊2）
「理科」において基礎を付していない科目を2科目受験している場合は，第1解答科目を採用
する。

後期
3月12日
（6）

同上
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【大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等】欄
＊は，選択科目の配点を示す。

個 別 学 力 検 査 等 大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等 その他
の選抜
方法等教科

等 科 目 名 等 2段階
選 抜 試験の区分 国語 地歴 公民 数学 理科 外国語 総合

問題
小論文 実技 面接

等
調査
書等

配点
合計① ② ① ②

数

理

数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・
数Ａ・数Ｂ
物基・物，化基・化

から1

センター試験 100 ＊50＊50 75 75 ＊75
＊75
又は
*150

150 600
追加合格
欠員補充

個別学力検査等 200 200 400
計 100 50 350 350 150 1000

数 数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・
数Ａ・数Ｂ センター試験 100 ＊50＊50 75 75 *100

*100
又は
*200

200 700

個別学力検査等 300 300
計 100 50 450 200 200 1000

数
外

数Ⅰ・数Ⅱ・数Ａ・数Ｂ
コ英Ⅰ・コ英Ⅱ・コ英Ⅲ センター試験 150 *150*150 75 75 *150*150150 750

追加合格
欠員補充

個別学力検査等 200 200 400
計 150 150 350 150 350 1150

その他 小論文
センター試験 200 *100*100100 100 *100*100300 900

個別学力検査等 100 100
計 200 100 200 100 300 100 1000
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【大学入試センター試験の利用教科・科目名，教科・科目の採用方法】欄
◆は，学部・学科等が指定する教科・科目の範囲内で受験を要する科目数以上を受験している場合の，科目の採用方法を示す。
＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。

学部・学科等名
及び入学定員等

学力検査
等の区分・
日程
（募集人員）

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 の 利 用 教 科 ・ 科 目 名
教 科 ・ 科 目 の 採 用 方 法

教科 科 目 名 等

工学部 工
学
科

機械工学
コース

推薦Ⅰ
11月25日
（2）

大学入試センター試験は課さない。

推薦Ⅱ
2月2日
（12）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1

公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ から1

理

物基，化基，生基，地学基 から2
Ｃ Ｃ

又はＤ

�
��
��
から2（＊1）物，化，生，地学 から1

物，化，生，地学 から2 Ｄ
※ただし，理科は「物理」又は「物理基礎」を含めること

外 英，独，仏，中，韓 から1
〔5教科7科目〕

◆「地理歴史，公民」において2科目を受験している場合は，第1解答科目を採用する。
◇「理科」において，同一名称を含む科目の選択は認めない。

知能
システム学
コース

推薦Ⅰ
11月25日
（2）

大学入試センター試験は課さない。

推薦Ⅱ
2月2日
（2）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1

公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ から1

理

物基，化基，生基，地学基 から2
Ｃ Ｃ

又はＤ

�
��
��
から2（＊1）物，化，生，地学 から1

物，化，生，地学 から2 Ｄ
※ただし，理科は「物理」又は「物理基礎」を含めること

外 英，独，仏，中，韓 から1
〔5教科7科目〕

◆「地理歴史，公民」において2科目を受験している場合は，第1解答科目を採用する。
◇「理科」において，同一名称を含む科目の選択は認めない。

－45－

【大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等】欄
＊は，選択科目の配点を示す。

個 別 学 力 検 査 等 大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等 その他
の選抜
方法等教科

等 科 目 名 等 2段階
選 抜 試験の区分 国語 地歴 公民 数学 理科 外国語 総合

問題
小論文 実技 面接

等
調査
書等

配点
合計① ② ① ②

その他 面接（口頭試問を含む。）
出願書類（推薦書，調査
書，活動報告書）

個別学力検査等 400 200 600 外国人

その他 面接
出願書類（推薦書，調査
書，活動報告書）

センター試験 100 ＊50＊50125 125 *125
*125
又は
*250

150 800

個別学力検査等 100 100 200
計 100 50 250 250 150 100 1001000

その他 面接（口頭試問を含む。）
出願書類（推薦書，調査
書，活動報告書）

個別学力検査等 400 200 600 外国人

その他 面接
出願書類（推薦書，調査
書，活動報告書）

センター試験 100 ＊50＊50125 125 *125
*125
又は
*250

150 800

個別学力検査等 100 100 200
計 100 50 250 250 150 100 1001000



－46－

【大学入試センター試験の利用教科・科目名，教科・科目の採用方法】欄
◆は，学部・学科等が指定する教科・科目の範囲内で受験を要する科目数以上を受験している場合の，科目の採用方法を示す。
＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。

学部・学科等名
及び入学定員等

学力検査
等の区分・
日程
（募集人員）

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 の 利 用 教 科 ・ 科 目 名
教 科 ・ 科 目 の 採 用 方 法

教科 科 目 名 等

工学部 工
学
科

電気電子工学
コース

推薦Ⅰ
11月25日
（5）

大学入試センター試験は課さない。

推薦Ⅱ
2月2日
（15）

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ から1

理 物 1 Ｂ
〔2教科3科目〕

コンピュータ
科学コース

推薦Ⅰ
11月25日
（2）

大学入試センター試験は課さない。

推薦Ⅱ
2月2日
（4）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1

公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ から1

理
物基，化基，生基，地学基 から2

Ｃ Ｃ
又はＤ

�
��
��
から2（＊1）物，化，生，地学 から1

物，化，生，地学 から2 Ｄ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔5教科7科目〕
◆「地理歴史，公民」において2科目を受験している場合は，第1解答科目を採用する。
◇「理科」において，同一名称を含む科目の選択は認めない。

応用情報工学
コース

推薦Ⅱ
2月2日
（8）

同上

－47－

【大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等】欄
＊は，選択科目の配点を示す。

個 別 学 力 検 査 等 大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等 その他
の選抜
方法等教科

等 科 目 名 等 2段階
選 抜 試験の区分 国語 地歴 公民 数学 理科 外国語 総合

問題
小論文 実技 面接

等
調査
書等

配点
合計① ② ① ②

その他 面接（口頭試問を含む。）
出願書類（推薦書，調査
書，活動報告書）

個別学力検査等 400 200 600 外国人

その他 面接（口頭試問を含む。）
出願書類（推薦書，調査
書，活動報告書）

センター試験 150 150 300 600

個別学力検査等 300 100 400
計 300 300 300 1001000

その他 面接（口頭試問を含む。）
出願書類（推薦書，調査
書，活動報告書）

個別学力検査等 400 200 600 外国人

その他 面接
出願書類（推薦書，調査
書，活動報告書）

センター試験 100 ＊50＊50125 125 *125
*125
又は
*250

150 800

個別学力検査等 100 100 200
計 100 50 250 250 150 100 1001000

その他 面接
出願書類（推薦書，調査
書，活動報告書）

センター試験 100 ＊50＊50125 125 *125
*125
又は
*250

150 800
外国人

個別学力検査等 100 100 200
計 100 50 250 250 150 100 1001000



－48－

【大学入試センター試験の利用教科・科目名，教科・科目の採用方法】欄
◆は，学部・学科等が指定する教科・科目の範囲内で受験を要する科目数以上を受験している場合の，科目の採用方法を示す。
＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。

学部・学科等名
及び入学定員等

学力検査
等の区分・
日程
（募集人員）

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 の 利 用 教 科 ・ 科 目 名
教 科 ・ 科 目 の 採 用 方 法

教科 科 目 名 等

工学部 工
学
科

材料デザイン
工学コース

推薦Ⅰ
11月25日
（2）

大学入試センター試験は課さない。

推薦Ⅱ
2月2日
（8）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1

公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ から1

理
物基，化基，生基，地学基 から2

Ｃ Ｃ
又はＤ

�
��
��
から2（＊1）物，化 から1

物，化 2 Ｄ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔5教科7科目〕
◆「地理歴史，公民」において2科目を受験している場合は，第1解答科目を採用する。
◇「理科」において，同一名称を含む科目の選択は認めない。

化学・
生命科学
コース

推薦Ⅰ
11月25日
（3）

大学入試センター試験は課さない。

推薦Ⅱ
2月2日
（5）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1

公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ から1

理
物基，化基，生基，地学基 から2

Ｃ Ｃ
又はＤ

�
��
��
から2（＊1）物，化，生，地学 から1

物，化，生，地学 から2 Ｄ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔5教科7科目〕
◆「地理歴史，公民」において2科目を受験している場合は，第1解答科目を採用する。
◇「理科」において，同一名称を含む科目の選択は認めない。

－49－

【大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等】欄
＊は，選択科目の配点を示す。

個 別 学 力 検 査 等 大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等 その他
の選抜
方法等教科

等 科 目 名 等 2段階
選 抜 試験の区分 国語 地歴 公民 数学 理科 外国語 総合

問題
小論文 実技 面接

等
調査
書等

配点
合計① ② ① ②

その他 面接（口頭試問を含む。）
出願書類（推薦書，調査
書，活動報告書）

個別学力検査等 400 200 600 外国人

その他 面接
出願書類（推薦書，調査
書，活動報告書）

センター試験 100 ＊50＊50100 100 *100
*100
又は
*200

250 800

個別学力検査等 100 100 200
計 100 50 200 200 250 100 1001000

その他 面接（口頭試問を含む。）
出願書類（推薦書，調査
書，活動報告書）

個別学力検査等 400 200 600 外国人

その他 面接
出願書類（推薦書，調査
書，活動報告書）

センター試験 150 ＊50＊50100 100 *100
*100
又は
*200

200 800

個別学力検査等 100 100 200
計 150 50 200 200 200 100 1001000



－50－

【大学入試センター試験の利用教科・科目名，教科・科目の採用方法】欄
◆は，学部・学科等が指定する教科・科目の範囲内で受験を要する科目数以上を受験している場合の，科目の採用方法を示す。
＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。
＊2 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目の合計の得点とする。

学部・学科等名
及び入学定員等

学力検査
等の区分・
日程
（募集人員）

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 の 利 用 教 科 ・ 科 目 名
教 科 ・ 科 目 の 採 用 方 法

教科 科 目 名 等

工学部 工
学
科

社会基盤工学
コース

推薦Ⅰ
11月25日
（5）

大学入試センター試験は課さない。

推薦Ⅱ
2月2日
（5）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1

公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ から1

理

物基，化基，生基，地学基 から2
Ｃ Ｃ

又はＤ

�
��
��
から2（＊1）物，化，生，地学 から1

物，化，生，地学 から2 Ｄ
※ただし，理科は「物理」又は「物理基礎」を含めること

外 英，独，仏，中，韓 から1
〔5教科7科目〕

◆「地理歴史，公民」において2科目を受験している場合は，第1解答科目を採用する。
◇「理科」において，同一名称を含む科目の選択は認めない。

社会デザイン
コース

推薦Ⅰ
11月25日
（3）

大学入試センター試験は課さない。

推薦Ⅱ
2月2日
（3）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1

公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ から1

理
物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ Ａ

又はＢ
�
�
�
から1（＊1）

物，化，生，地学 から1 Ｂ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔5教科6科目〕
◆「地理歴史，公民」において2科目を受験している場合は，第1解答科目を採用する。
「理科」において基礎を付した科目と基礎を付していない科目を受験している場合は，高得点
の科目を採用する。（＊2）
「理科」において基礎を付していない科目を2科目受験している場合は，第1解答科目を採用
する。

－51－

【大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等】欄
＊は，選択科目の配点を示す。

個 別 学 力 検 査 等 大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等 その他
の選抜
方法等教科

等 科 目 名 等 2段階
選 抜 試験の区分 国語 地歴 公民 数学 理科 外国語 総合

問題
小論文 実技 面接

等
調査
書等

配点
合計① ② ① ②

その他 面接（口頭試問を含む。）
出願書類（推薦書，調査
書，活動報告書）

個別学力検査等 400 200 600 外国人

その他 面接
出願書類（推薦書，調査
書，活動報告書）

センター試験 150 ＊50＊50100 100 *100
*100
又は
*200

200 800

個別学力検査等 100 100 200
計 150 50 200 200 200 100 1001000

その他 面接（口頭試問を含む。）
出願書類（推薦書，調査
書，活動報告書）

個別学力検査等 400 200 600 外国人

その他 面接
出願書類（推薦書，調査
書，活動報告書）

センター試験 200 *100*100 75 75 *100*100250 800

個別学力検査等 100 100 200
計 200 100 150 100 250 100 1001000



－52－

【大学入試センター試験の利用教科・科目名，教科・科目の採用方法】欄
◆は，学部・学科等が指定する教科・科目の範囲内で受験を要する科目数以上を受験している場合の，科目の採用方法を示す。
＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。

学部・学科等名
及び入学定員等

学力検査
等の区分・
日程
（募集人員）

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 の 利 用 教 科 ・ 科 目 名
教 科 ・ 科 目 の 採 用 方 法

教科 科 目 名 等

農学部

170人

前期 93
後期 18
ＡＯ 19
推薦 40

食料生産学科 前期
2月25日
（38）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1

公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ・数Ａ 1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報 から1

理
物基，化基，生基，地学基 から2

Ｃ Ｃ
又はＤ物，化，生，地学 から1

�
��
��
から2（＊1）

物，化，生，地学 から2 Ｄ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔5教科7科目〕
◆「地理歴史，公民」において2科目を受験している場合は，第1解答科目を採用する。
◇「理科」において，同一名称を含む科目の選択は認めない。

後期
3月12日
（7）

同 上

ＡＯⅡ
知能的
食料生産
科学特別
コース
2月2日
（7）

同 上

推薦Ⅰ
〔推薦Ａ〕
11月24日
（8）

〔推薦Ｂ〕
11月25日
（10）

大学入試センター試験は課さない。

－53－

【大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等】欄
＊は，選択科目の配点を示す。

個 別 学 力 検 査 等 大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等 その他
の選抜
方法等教科

等 科 目 名 等 2段階
選 抜 試験の区分 国語 地歴 公民 数学 理科 外国語 総合

問題
小論文 実技 面接

等
調査
書等

配点
合計① ② ① ②

数
理

数Ⅰ・数Ⅱ・数Ａ・数Ｂ
物基・物，
化基・化，
生基・生，
地学基・地学から1

*100
又は
*200

社会人
外国人

追加合格
欠員補充

センター試験 200 *100*100100 100 *100 200 900

個別学力検査等 200 200 400
計 200 100 400 400 200 1300

その他 面接（口頭試問を含む。） *100
又は
*200

センター試験 200 *100*100100 100 *100 200 900

個別学力検査等 200 200
計 200 100 200 200 200 200 1100

その他 面接
口頭試問
出願書類（志望理由書，
志願者評価書，調査書）

*50
又は
*100

センター試験 100 *50 *50 50 50 *50 100 450

個別学力検査等 300 150 450
計 100 50 100 100 100 300 150 900

その他 総合問題
面接（口頭試問を含む。）

個別学力検査等 100 100 200



－54－

【大学入試センター試験の利用教科・科目名，教科・科目の採用方法】欄
◆は，学部・学科等が指定する教科・科目の範囲内で受験を要する科目数以上を受験している場合の，科目の採用方法を示す。
＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。

学部・学科等名
及び入学定員等

学力検査
等の区分・
日程
（募集人員）

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 の 利 用 教 科 ・ 科 目 名
教 科 ・ 科 目 の 採 用 方 法

教科 科 目 名 等

農学部 生命機能学科 前期
2月25日
（27）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1

公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ・数Ａ 1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報 から1

理
物基，化基，生基，地学基 から2

Ｃ Ｃ
又はＤ物，化，生，地学 から1

�
��
��
から2（＊1）

物，化，生，地学 から2 Ｄ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔5教科7科目〕
◆「地理歴史，公民」において2科目を受験している場合は，第1解答科目を採用する。
◇「理科」において，同一名称を含む科目の選択は認めない。

後期
3月12日
（5）

同 上

ＡＯⅡ
健康機能
栄養科学
特別コー
ス
2月2日
（7）

同 上

推薦Ⅰ
〔推薦Ａ〕
11月24日
（3）

〔推薦Ｂ〕
11月25日
（3）

大学入試センター試験は課さない。
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【大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等】欄
＊は，選択科目の配点を示す。

個 別 学 力 検 査 等 大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等 その他
の選抜
方法等教科

等 科 目 名 等 2段階
選 抜 試験の区分 国語 地歴 公民 数学 理科 外国語 総合

問題
小論文 実技 面接

等
調査
書等

配点
合計① ② ① ②

数
理

数Ⅰ・数Ⅱ・数Ａ・数Ｂ
物基・物，
化基・化，
生基・生，
地学基・地学から1

*100
又は
*200

社会人
外国人

追加合格
欠員補充

センター試験 200 *100*100100 100 *100 200 900

個別学力検査等 200 200 400
計 200 100 400 400 200 1300

その他 面接（口頭試問を含む。） *100
又は
*200

センター試験 200 *100*100100 100 *100 200 900

個別学力検査等 200 200
計 200 100 200 200 200 200 1100

その他 面接
口頭試問
出願書類（志望理由書，
志願者評価書，調査書）

*50
又は
*100

センター試験 100 *50 *50 50 50 *50 100 450

個別学力検査等 300 150 450
計 100 50 100 100 100 300 150 900

その他 総合問題
面接（口頭試問を含む。）

個別学力検査等 100 100 200
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【大学入試センター試験の利用教科・科目名，教科・科目の採用方法】欄
◆は，学部・学科等が指定する教科・科目の範囲内で受験を要する科目数以上を受験している場合の，科目の採用方法を示す。
＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。

学部・学科等名
及び入学定員等

学力検査
等の区分・
日程
（募集人員）

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 の 利 用 教 科 ・ 科 目 名
教 科 ・ 科 目 の 採 用 方 法

教科 科 目 名 等

農学部 生物環境学科 前期
2月25日
（28）

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1

公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ・数Ａ 1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報 から1

理
物基，化基，生基，地学基 から2

Ｃ Ｃ
又はＤ物，化，生，地学 から1

�
��
��
から2（＊1）

物，化，生，地学 から2 Ｄ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔5教科7科目〕
◆「地理歴史，公民」において2科目を受験している場合は，第1解答科目を採用する。
◇「理科」において，同一名称を含む科目の選択は認めない。

後期
3月12日
（6）

同 上

ＡＯⅡ
水環境再
生科学特
別コース
2月2日
（5）

同 上

推薦Ⅰ
〔推薦Ａ〕
11月24日
（9）

〔推薦Ｂ〕
11月25日
（7）

大学入試センター試験は課さない。
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【大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等】欄
＊は，選択科目の配点を示す。

個 別 学 力 検 査 等 大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 ・ 個 別 学 力 検 査 等 の 配 点 等 その他
の選抜
方法等教科

等 科 目 名 等 2段階
選 抜 試験の区分 国語 地歴 公民 数学 理科 外国語 総合

問題
小論文 実技 面接

等
調査
書等

配点
合計① ② ① ②

数
理

数Ⅰ・数Ⅱ・数Ａ・数Ｂ
物基・物，
化基・化，
生基・生，
地学基・地学から1

*100
又は
*200

社会人
外国人

追加合格
欠員補充

センター試験 200 *100*100100 100 *100 200 900

個別学力検査等 200 200 400
計 200 100 400 400 200 1300

その他 面接（口頭試問を含む。） *100
又は
*200

センター試験 200 *100*100100 100 *100 200 900

個別学力検査等 200 200
計 200 100 200 200 200 200 1100

その他 面接
口頭試問
出願書類（志望理由書，
志願者評価書，調査書）

*50
又は
*100

センター試験 100 *50 *50 50 50 *50 100 450

個別学力検査等 300 150 450
計 100 50 100 100 100 300 150 900

その他 総合問題
面接（口頭試問を含む。）

個別学力検査等 100 100 200
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注意1 地理歴史と公民では同一名称を含む科目の組み合わせで2科目を選択することはできない。（同一名称を含
む組み合わせとは，「世界史Ａ」と「世界史Ｂ」，「日本史Ａ」と「日本史Ｂ」，「地理Ａ」と「地理Ｂ」，「倫理」
と『倫理，政治・経済』及び「政治・経済」と『倫理，政治・経済』をいう。）

2 理科における同一名称を含む科目とは，「物理基礎」と「物理」，「化学基礎」と「化学」，「生物基礎」と「生
物」及び「地学基礎」と「地学」をいう。

3 大学入試センター試験の『簿記・会計』，『情報関係基礎』を選択解答できる者は，高等学校の「普通科」
及び「理数科」の卒業（見込み）者以外の者に限る。

4 大学入試センター試験の『英語』は，リスニングを含む。
『英語』の配点は，下記のとおりとする。

備考1 個別学力検査において，教育学部（学校教育教員養成課程 中等教育コース 自然科学系を除く。），工学部
文理型入試及び農学部に課す数学のうち，数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａは，全範囲から出題する。数学Ｂは「数
列」，「ベクトル」を出題範囲とする。

2 個別学力検査において，教育学部学校教育教員養成課程 中等教育コース 自然科学系，理学部，医学部及
び工学部（文理型入試を除く。）に課す数学のうち，数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，数学Ａは，全範囲から出題す
る。数学Ｂは「数列」，「ベクトル」を出題範囲とする。

3 個別学力検査において，教育学部，理学部，医学部，工学部及び農学部に課す理科の「物理基礎」，「物理」
は，全範囲から出題する。

4 個別学力検査において，教育学部，理学部，医学部，工学部及び農学部に課す理科の「化学基礎」，「化学」
は，全範囲から出題する。

5 個別学力検査において，教育学部，理学部及び農学部に課す理科の「生物基礎」，「生物」は，全範囲から
出題する。

6 個別学力検査において，教育学部，理学部及び農学部に課す理科の「地学基礎」，「地学」は，全範囲から
出題する。

7 個別学力検査において，工学部前期日程では，理科の受験科目（「物理基礎」・「物理」，「化学基礎」・「化学」）
間で顕著な平均点差が生じた場合には，得点の調整を行うことがある。

学 部 ・ 学 科 ・ 課 程 等 筆記 リスニング 計 リスニングを免除された者

法文学部 『英語』の配点を，200点としている場合 160点 40点 200点 筆記を200点とする。

教育学部
『英語』の配点を，150点としている場合 120点 30点 150点 筆記を150点とする。

『英語』の配点を，200点としている場合 160点 40点 200点 筆記を200点とする。

社会共創
学 部

『英語』の配点を，100点としている場合 80点 20点 100点 筆記を100点とする。

『英語』の配点を，150点としている場合 120点 30点 150点 筆記を150点とする。

『英語』の配点を，200点としている場合 160点 40点 200点 筆記を200点とする。

理 学 部

『英語』の配点を，100点としている場合 80点 20点 100点 筆記を100点とする。

『英語』の配点を，150点としている場合 120点 30点 150点 筆記を150点とする。

『英語』の配点を，200点としている場合 160点 40点 200点 筆記を200点とする。

医 学 部
『英語』の配点を，100点としている場合 90点 10点 100点 筆記を100点とする。

『英語』の配点を，200点としている場合 180点 20点 200点 筆記を200点とする。

工 学 部

『英語』の配点を，150点としている場合 120点 30点 150点 筆記を150点とする。

『英語』の配点を，200点としている場合 160点 40点 200点 筆記を200点とする。

『英語』の配点を，250点としている場合 200点 50点 250点 筆記を250点とする。

『英語』の配点を，300点としている場合 240点 60点 300点 筆記を300点とする。

農 学 部
『英語』の配点を，100点としている場合 80点 20点 100点 筆記を100点とする。

『英語』の配点を，200点としている場合 160点 40点 200点 筆記を200点とする。
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3 一般入試の実技検査内容（教育学部，社会共創学部）

検 査 内 容
1 音楽に関する基礎検査
新曲視唱・視奏と簡単な聴音による検査を行い，あわせて，楽典の内容を含む口述試験を行う。

2 選択実技
下記の①～③の中から1つ選択する。

① 任意の独唱曲（日本の伝統的な歌唱による曲を含む。）を原語及び暗譜で演奏する。アリ
アの場合は原調で歌うこととする。また，歌曲，アリアはピアノ伴奏とし，願書に添えて伴
奏譜を提出する。
② 任意の独奏曲（箏，三味線，尺八等の日本の伝統的な楽器のための曲を含む。）を暗譜で
演奏する。ピアノ以外の独奏曲は，無伴奏で演奏する。なお，ピアノ以外の楽器を使用する
場合は各自で準備する。ただし，試験室に受験者本人が一人で持ち込める楽器に限る。
③ 小学校・中学校の音楽の教科書や教材曲集等に掲載されている任意の歌唱教材（合唱曲を
含む。）を弾き歌いで演奏する。楽譜をみてもよい。合唱曲は任意のパートもしくは主旋律
を歌う。

検 査 内 容
小学校図画工作科の授業で児童に示す事例作品の制作

検 査 内 容
基礎実技
器械運動，陸上運動，ボール運動の3領域

教育学部
学校教育教員養成課程 初等教育コース 小学校サブコース〔前期日程〕
音楽実技を選択した者

注1 選択実技の任意の独唱曲及び独奏曲は自作曲も可とする。ただし，弾き歌い，又は無伴奏で演奏する
こととし，願書に添えて楽譜を提出する。

注2 受験者は上履きを持参すること。

学校教育教員養成課程 初等教育コース 小学校サブコース〔前期日程〕
美術実技を選択した者

注1 「Ａ表現」の絵，立体，工作の中から出題する。
注2 必要な材料，用具は本学で準備する。

学校教育教員養成課程 初等教育コース 小学校サブコース〔前期日程〕
体育実技を選択した者

注 受験者は，次のものを持参すること。
・運動に適する服装 ・屋内用シューズ（＊実技検査は体育館で実施する。）
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検 査 内 容
1 音楽に関する基礎検査
新曲視唱・視奏，聴音，創作による検査を行い，あわせて，楽典の内容を含む口述試験を行う。

2 ピアノ
任意のピアノ曲を暗譜で演奏する。

3 弾き歌い
中学校・高等学校の音楽の教科書や教材曲集等に掲載されている任意の歌唱教材（合唱曲を
含む。）を弾き歌いで演奏する。楽譜をみてもよい。合唱曲は任意のパートもしくは主旋律を歌う。

4 選択実技
下記の①②のどちらかを選択する。
① 任意の独唱曲（日本の伝統的な歌唱による曲を含む。）を原語及び暗譜で演奏する。アリ
アの場合は原調で歌うこととする。歌曲，アリアはピアノ伴奏とし，願書に添えて伴奏譜を
提出する。
② 任意の独奏曲（箏，三味線，尺八等の日本の伝統的な楽器のための曲を含む。）を暗譜で
演奏する。ピアノの独奏曲は，2と異なる曲とする。ピアノ以外の独奏曲は，無伴奏で演奏
する。なお，ピアノ以外の楽器を使用する場合は各自で準備する。ただし，試験室に受験者
本人が一人で持ち込める楽器に限る。

検 査 内 容
鉛筆による静物デッサン

検 査 内 容
1 共通実技
体つくり運動

2 選択実技
Ａ）陸上競技，器械運動から1種目を選択
Ｂ）バスケットボール，サッカー，バレーボールから1種目を選択

検 査 内 容
基礎的運動能力テスト
新体力テスト（12～19歳対象）のテスト項目（9種類）の中から，当日指定された1つ以上のテ
スト項目の測定を実施する。
新体力テスト項目は，握力，上体起こし，長座体前屈，反復横とび，持久走，20mシャトルラン，
50m走，立ち幅跳び，ハンドボール投げである。
〈参考資料：新体力テスト実施要項（12～19歳対象）〉
http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/stamina/05030101/002.pdf

＊なお，本実技検査での各テスト項目の測定方法は，新体力テスト実施要項で記載されている方
法と大きく異ならない範囲で変更されることがある。以下にその例を2つ示す。
〈長座体前屈での例〉
実施要項：2回実施してよい方の記録をとる。→ 本実技検査：1回のみの実施とする。
〈持久走（1500m／1000m走）での例〉
実施要項：トラックを使用して行う。→ 本実技検査：体育館での折り返し走とする。

学校教育教員養成課程 中等教育コース 音楽教育専攻〔前期日程〕

注1 選択実技の任意の独唱曲及び独奏曲は自作曲も可とする。ただし，弾き歌い，又は無伴奏で演奏する
こととし，願書に添えて楽譜を提出する。

注2 上記の試験は，入学後における研究分野と関連するものではなく，卒業研究分野は，演奏（声楽・ピ
アノ・管打楽器），作品発表，論文の中から選択することとする。

注3 受験者は上履きを持参すること。

学校教育教員養成課程 中等教育コース 美術教育専攻〔前期日程〕

注1 描画材料（鉛筆，消しゴム他）は，各自持参すること。
注2 カルトン，画用紙（四つ切りサイズを使用する。）は，本学で準備する。

学校教育教員養成課程 中等教育コース 保健体育専攻〔前期日程〕

注 受験者は，次のものを持参すること。
・運動に適する服装 ・屋内用シューズ（＊実技検査は体育館で実施する。）

社会共創学部
地域資源マネジメント学科 スポーツ健康マネジメントコース〔前期日程〕

注 受験者は，次のものを持参すること。
・運動に適する服装 ・屋内用シューズ（＊実技検査は体育館で実施する。）
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法文学部 ＡＯ入試Ⅱ

実 施 学 科 等 名 人文社会学科「昼間主コース」，「夜間主コース」

募 集 人 員 「昼間主コース」35人
「夜間主コース」10人

出 願 要 件

次の⑴から⑶までのいずれかに該当し，①及び②の条件を満たす者
⑴ 高等学校を卒業した者又は平成31年3月卒業見込みの者
⑵ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者又は平成31年3月修了見込
みの者

⑶ 学校教育法施行規則第150条の規定（第6号を除く。）により，高等学校を
卒業した者と同等以上の学力があると認められる者又は平成31年3月31日ま
でにこれに該当する見込みの者

① 合格した場合は入学を確約できる者
② 本学部のアドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）を理解し，本学
部への志望動機が明確な者

選 抜 方 法 等

大学入試センター試験の成績，面接（口頭試問を含む。）の結果及び提出さ
れた出願書類（志望理由書，調査書）の内容から，アドミッション・オフィス
方式（総合評価方式）により，志願者の能力・適性・関心・意欲等を多面的，
総合的に評価する。

〔大学入試センター試験の利用教科・科目名〕

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年11月26日㈪～12月14日㈮

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年12月10日㈪～12月14日㈮

選 抜 期 日 平成31年2月2日㈯

合 格 者 発 表 日 平成31年2月8日㈮ 16時

そ の 他

1 このアドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試）では，法文学部で学ぶた
めに必要不可欠な資質を評価・審査するので，合格者が募集人員に満たない
場合がある。

2 入学手続期間
平成31年2月13日㈬～2月15日㈮

国 国語 1

地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ

公民 現社，倫，政経，倫・政経

数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ，数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報

�
�
�
�
�
�
�

から1（＊1）

理
物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ Ａ

又はＢ物，化，生，地学 から1 Ｂ

外 英，独，仏，中，韓 から1

〔3教科3科目〕

Ⅵ アドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試）

＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。



－62－

教育学部 ＡＯ入試Ⅱ

実 施 学 科 等 名
学校教育教員養成課程
初等教育コース 小学校サブコース
〔AOⅡA〕

学校教育教員養成課程
初等教育コース 小学校サブコース
〔AOⅡB〕

募 集 人 員 10人 6人

出 願 要 件

高等学校の普通科又は理数に関する
学科等を卒業した者又は平成31年3月
卒業見込みの者で，合格した場合は入
学を確約できるもの

次の⑴から⑶の条件のいずれかを満た
し，合格した場合は入学を確約できる者
⑴ 高等学校の専門教育を主とする学
科（理数に関する学科等を除く。）
又は総合学科を卒業した者又は平成
31年3月卒業見込みの者
⑵ 通常の課程による12年の学校教育
を修了した者又は平成31年3月修了
見込みの者

⑶ 学校教育法施行規則第150条の規
定（第6号を除く。）により，高等
学校を卒業した者と同等以上の学力
があると認められる者又は平成31年
3月31日までにこれに該当する見込
みの者

選 抜 方 法 等

⑴ 第1次選抜
面接（教員の資質を問う内容についてのプレゼンテーション含む。）の結

果及び提出された出願書類（志望理由書，自己推薦書，調査書）により選考
し，募集人員の2倍程度を合格させる。

⑵ 第2次選抜
第1次選抜の成績及び大学入試センター試験の成績により選抜を行う。

〔大学入試センター試験の利用教科・科目名〕

国 国語 1

数
数Ⅰ・数Ａ 1
数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報 から1

地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ
公民 現社，倫，政経，倫・政経

理

物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ

Ａ又は
Ｃ又はＤ

物基，化基，生基，地学基 から2
Ｃ

物，化，生，地学 から1
物，化，生，地学 から2 Ｄ

外 英，独，仏，中，韓 から1
〔5又は6教科7科目〕

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

から1又は2
から
2教科3科目
又は
3教科3科目
（＊1）

＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年10月18日㈭～11月7日㈬

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年11月1日㈭～11月7日㈬

選 抜 期 日
（ 第 1 次 選 抜 ） 平成30年11月25日㈰

合 格 者 発 表 日
第1次選抜 平成30年12月7日㈮

第2次選抜 平成31年2月8日㈮ 16時

そ の 他

1 このアドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試）では，学校教育教員養成
課程で学ぶために必要不可欠な資質を評価・審査するので，合格者が募集人
員に満たない場合がある。

2 入学手続期間
平成31年2月13日㈬～2月15日㈮



－63－

教育学部 ＡＯ入試Ⅱ

実 施 学 科 等 名 特別支援教育教員養成課程

募 集 人 員 8人

出 願 要 件

次の⑴から⑶の条件のいずれかを満たし，合格した場合は入学を確約できる者
⑴ 高等学校を卒業した者又は平成31年3月卒業見込みの者
⑵ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者又は平成31年3月修了見込
みの者

⑶ 学校教育法施行規則第150条の規定（第6号を除く。）により，高等学校を
卒業した者と同等以上の学力があると認められる者又は平成31年3月31日ま
でにこれに該当する見込みの者

選 抜 方 法 等

⑴ 第1次選抜
小論文，面接（口頭試問を含む。）の結果及び提出された出願書類（志望

理由書，自己推薦書，調査書）により選考し，募集人員の2倍程度を合格さ
せる。

⑵ 第2次選抜
第1次選抜の成績及び大学入試センター試験の成績により選抜を行う。

〔大学入試センター試験の利用教科・科目名〕

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年10月18日㈭～11月7日㈬

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年11月1日㈭～11月7日㈬

選 抜 期 日
（ 第 1 次 選 抜 ） 平成30年11月25日㈰

合 格 者 発 表 日
第1次選抜 平成30年12月7日㈮

第2次選抜 平成31年2月8日㈮ 16時

そ の 他

1 このアドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試）では，特別支援教育教員
養成課程で学ぶために必要不可欠な資質を評価・審査するので，合格者が募
集人員に満たない場合がある。

2 入学手続期間
平成31年2月13日㈬～2月15日㈮

国 国語 1

数
数Ⅰ・数Ａ 1
数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報 から1

地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �
�
�
から1公民 現社，倫，政経，倫・政経

理
物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ Ａ

又はＢ
�
��
��
から1（＊1）物，化，生，地学 から1 Ｂ

外 英，独，仏，中，韓 から1
〔5教科6科目〕

＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。
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社会共創学部 ＡＯ入試Ⅰ

実 施 学 科 等 名 産業マネジメント学科

募 集 人 員 5人

出 願 要 件

次の⑴から⑶までのいずれかに該当し，①及び②の条件を満たす者
⑴ 高等学校を卒業した者又は平成31年3月卒業見込みの者
⑵ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者又は平成31年3月修了見込
みの者

⑶ 学校教育法施行規則第150条の規定（第6号を除く。）により，高等学校を
卒業した者と同等以上の学力があると認められる者又は平成31年3月31日ま
でにこれに該当する見込みの者

① 合格した場合は入学を確約できる者
② 本学科のアドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）を理解し，本学
科への志望動機が明確な者

選 抜 方 法 等

総合問題，面接，グループディスカッションの結果及び提出された出願書類
（活動報告書，志望理由書，調査書）の内容から，アドミッション・オフィス
方式（総合評価方式）により，志願者の意欲・能力・適性・関心等を多面的，
総合的に評価する。

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年9月3日㈪～9月21日㈮

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年9月17日㈪～9月21日㈮

選 抜 期 日 平成30年10月13日㈯～10月14日㈰

合 格 者 発 表 日 平成30年10月31日㈬ 10時

そ の 他

1 このアドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試）では，産業マネジメント
学科で学ぶために必要不可欠な資質を評価・審査するので，合格者が募集人
員に満たない場合がある。

2 入学手続期間
平成30年11月7日㈬～11月9日㈮
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社会共創学部 ＡＯ入試Ⅰ

実 施 学 科 等 名 産業イノベーション学科

募 集 人 員 12人

出 願 要 件

次の⑴から⑶までのいずれかに該当し，①及び②の条件を満たす者
⑴ 高等学校を卒業した者又は平成31年3月卒業見込みの者
⑵ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者又は平成31年3月修了見込
みの者

⑶ 学校教育法施行規則第150条の規定（第6号を除く。）により，高等学校を
卒業した者と同等以上の学力があると認められる者又は平成31年3月31日ま
でにこれに該当する見込みの者

① 合格した場合は入学を確約できる者
② 本学科のアドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）を理解し，本学
科への志望動機が明確な者

選 抜 方 法 等

総合問題，面接，グループディスカッションの結果及び提出された出願書類
（活動報告書，志望理由書，調査書）の内容から，アドミッション・オフィス
方式（総合評価方式）により，志願者の意欲・能力・適性・関心等を多面的，
総合的に評価する。

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年9月3日㈪～9月21日㈮

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年9月17日㈪～9月21日㈮

選 抜 期 日 平成30年10月13日㈯～10月14日㈰

合 格 者 発 表 日 平成30年10月31日㈬ 10時

そ の 他

1 このアドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試）では，産業イノベーショ
ン学科で学ぶために必要不可欠な資質を評価・審査するので，合格者が募集
人員に満たない場合がある。

2 入学手続期間
平成30年11月7日㈬～11月9日㈮



－66－

社会共創学部 ＡＯ入試Ⅰ

実 施 学 科 等 名 環境デザイン学科

募 集 人 員 10人

出 願 要 件

次の⑴から⑶までのいずれかに該当し，①及び②の条件を満たす者
⑴ 高等学校を卒業した者又は平成31年3月卒業見込みの者
⑵ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者又は平成31年3月修了見込
みの者

⑶ 学校教育法施行規則第150条の規定（第6号を除く。）により，高等学校を
卒業した者と同等以上の学力があると認められる者又は平成31年3月31日ま
でにこれに該当する見込みの者

① 合格した場合は入学を確約できる者
② 本学科のアドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）を理解し，本学
科への志望動機が明確な者

選 抜 方 法 等

総合問題，面接，グループディスカッションの結果及び提出された出願書類
（活動報告書，志望理由書，調査書）の内容から，アドミッション・オフィス
方式（総合評価方式）により，志願者の意欲・能力・適性・関心等を多面的，
総合的に評価する。

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年9月3日㈪～9月21日㈮

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年9月17日㈪～9月21日㈮

選 抜 期 日 平成30年10月13日㈯～10月14日㈰

合 格 者 発 表 日 平成30年10月31日㈬ 10時

そ の 他

1 このアドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試）では，環境デザイン学科
で学ぶために必要不可欠な資質を評価・審査するので，合格者が募集人員に
満たない場合がある。

2 入学手続期間
平成30年11月7日㈬～11月9日㈮



－67－

社会共創学部 ＡＯ入試Ⅰ

実 施 学 科 等 名 地域資源マネジメント学科

募 集 人 員 25人

出 願 要 件

次の⑴から⑶までのいずれかに該当し，①及び②の条件を満たす者
⑴ 高等学校を卒業した者又は平成31年3月卒業見込みの者
⑵ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者又は平成31年3月修了見込
みの者

⑶ 学校教育法施行規則第150条の規定（第6号を除く。）により，高等学校を
卒業した者と同等以上の学力があると認められる者又は平成31年3月31日ま
でにこれに該当する見込みの者

① 合格した場合は入学を確約できる者
② 本学科のアドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）を理解し，本学
科への志望動機が明確な者

選 抜 方 法 等

総合問題，面接，グループディスカッションの結果及び提出された出願書類
（活動報告書，志望理由書，調査書）の内容から，アドミッション・オフィス
方式（総合評価方式）により，志願者の意欲・能力・適性・関心等を多面的，
総合的に評価する。

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年9月3日㈪～9月21日㈮

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年9月17日㈪～9月21日㈮

選 抜 期 日 平成30年10月13日㈯～10月14日㈰

合 格 者 発 表 日 平成30年10月31日㈬ 10時

そ の 他

1 このアドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試）では，地域資源マネジメ
ント学科で学ぶために必要不可欠な資質を評価・審査するので，合格者が募
集人員に満たない場合がある。

2 入学手続期間
平成30年11月7日㈬～11月9日㈮



－68－

社会共創学部 ＡＯ入試Ⅱ

実 施 学 科 等 名

産業マネジメント学科
（普通科又は理数に関す
る学科等対象）
〔AOⅡA〕

産業マネジメント学科
（専門教育を主とする学
科対象）
〔AOⅡB〕

産業マネジメント学科
（総合学科対象）
〔AOⅡC〕

募 集 人 員 5人 7人 5人

出 願 要 件

次の⑴から⑶までの条
件を全て満たす者
⑴ 高等学校の普通科又
は理数に関する学科等
を卒業した者又は平成
31年3月卒業見込みの
者

⑵ 合格した場合は入学
を確約できる者

⑶ 本学科のアドミッ
ション・ポリシー（入
学者受入の方針）を理
解し，本学科への志望
動機が明確な者

次の⑴から⑶までの条
件を全て満たす者
⑴ 高等学校の専門教育
を主とする学科（理数
に関する学科等を除
く。）を卒業した者又
は平成31年3月卒業見
込みの者
⑵ 合格した場合は入学
を確約できる者
⑶ 本学科のアドミッ
ション・ポリシー（入
学者受入の方針）を理
解し，本学科への志望
動機が明確な者

次の⑴から⑶までの条
件を全て満たす者
⑴ 高等学校の総合学科
を卒業した者又は平成
31年3月卒業見込みの
者

⑵ 合格した場合は入学
を確約できる者

⑶ 本学科のアドミッ
ション・ポリシー（入
学者受入の方針）を理
解し，本学科への志望
動機が明確な者

選 抜 方 法 等

大学入試センター試験の成績，面接の結果及び提出された出願書類（活動報
告書，志望理由書，調査書）の内容から，アドミッション・オフィス方式（総
合評価方式）により，志願者の意欲・能力・適性・関心等を多面的，総合的に
評価する。

〔大学入試センター試験の利用教科・科目名〕
国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ
公民 現社，倫，政経，倫・政経
数 数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ，数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報

理
物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ Ａ

又はＢ物，化，生，地学 から1 Ｂ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔4又は5教科5科目〕

�
�
�
から2

�
�
�
�
�
から1（＊1）

＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年11月26日㈪～12月14日㈮

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年12月10日㈪～12月14日㈮

選 抜 期 日 平成31年2月2日㈯

合 格 者 発 表 日 平成31年2月8日㈮ 16時

そ の 他

1 このアドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試）では，産業マネジメント
学科で学ぶために必要不可欠な資質を評価・審査するので，合格者が募集人
員に満たない場合がある。

2 入学手続期間
平成31年2月13日㈬～2月15日㈮



－69－

農学部 ＡＯ入試Ⅱ

実 施 学 科 等 名
食料生産学科 知能的食料生産科学特別コース
生命機能学科 健康機能栄養科学特別コース
生物環境学科 水環境再生科学特別コース

募 集 人 員
食料生産学科 知能的食料生産科学特別コース 7人
生命機能学科 健康機能栄養科学特別コース 7人
生物環境学科 水環境再生科学特別コース 5人

出 願 要 件

次の⑴から⑶までのいずれかに該当し，①及び②の条件を満たす者
⑴ 高等学校を卒業した者又は平成31年3月卒業見込みの者
⑵ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者又は平成31年3月修了見込
みの者

⑶ 学校教育法施行規則第150条の規定（第6号を除く。）により，高等学校を
卒業した者と同等以上の学力があると認められる者又は平成31年3月31日ま
でにこれに該当する見込みの者

① 合格した場合は入学を確約できる者
② 志望学科及び志望特別コースのアドミッション・ポリシー（入学者受入の
方針）を理解し，志望動機が明確な者

選 抜 方 法 等

大学入試センター試験，面接，口頭試問の結果及び出願書類（志望理由書，
志願者評価書，調査書）により，志願者の意欲・能力・適性・関心等を多面的，
総合的に評価する。

〔大学入試センター試験の利用教科・科目名〕

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年11月26日㈪～12月14日㈮

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年12月10日㈪～12月14日㈮

選 抜 期 日 平成31年2月2日㈯

合 格 者 発 表 日 平成31年2月8日㈮ 16時

そ の 他

1 このアドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試）では，農学部で学ぶため
に必要不可欠な資質を評価・審査するので，合格者が募集人員に満たない場
合がある。

2 入学手続期間
平成31年2月13日㈬～2月15日㈮

国 国語 1
地歴 世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ，地理Ａ，地理Ｂ �

�
�
から1公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ・数Ａ 1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報 から1

理
物基，化基，生基，地学基 から2

C C
又はＤ

�
�
�
�
�

から2（＊1）物，化，生，地学 から1
物，化，生，地学 から2 D

外 英，独，仏，中，韓 から1
〔5教科7科目〕

＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。
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法文学部 推薦入試Ⅰ

実 施
学 科 等 名 人文社会学科「昼間主コース」 人文社会学科「夜間主コース」

募 集 人 員 15人 10人

出 願 要 件

次の⑴又は⑵のいずれかに該当し，①及び
②の条件を満たす者
ただし，推薦できる者は，1学校につき3

人以内とする。
⑴ 高等学校を平成31年3月卒業見込みの者
⑵ 通常の課程による12年の学校教育を平成
31年3月修了見込みの者
① 学習成績が優秀であって，人物及び適性
等について，学校長が責任をもって推薦で
きる者

② 合格した場合は入学を確約できる者

次の⑴又は⑵のいずれかに該当し，①及び
②の条件を満たす者
ただし，推薦できる者は，1学校につき3

人以内（既卒者を除く。）とする。
⑴ 高等学校を卒業した者又は平成31年3月
卒業見込みの者

⑵ 通常の課程による12年の学校教育を修了
した者又は平成31年3月修了見込みの者

① 学習成績が優秀であって，人物及び適性
等について，学校長が責任をもって推薦で
きる者

② 合格した場合は入学を確約できる者

選抜方法等 小論文，面接（口頭試問を含む。）の結果並びに提出された推薦書及び調査書の内容によ
り判定する。

インターネット
出願受付期間

出願情報の登録期間 平成30年10月18日㈭～11月7日㈬

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年11月1日㈭～11月7日㈬

選 抜 期 日 平成30年11月25日㈰

合格者発表日 平成30年12月7日㈮ 10時

そ の 他
1 国公立大学の推薦入試への出願は，1つの大学・学部等に限られている。
2 入学手続期間

平成30年12月17日㈪～12月19日㈬

Ⅶ 推薦入試
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教育学部 推薦入試Ⅰ

実 施 学 科 等 名 学校教育教員養成課程
初等教育コース 小学校サブコース

募 集 人 員 10人

出 願 要 件

高等学校を平成31年3月卒業見込みの者又は通常の課程による12年の学校教
育を平成31年3月修了見込みの者で，学習成績が優秀であって，人物及び適性
等について，学校長が責任をもって推薦でき，かつ，合格した場合は入学を確
約できるもの
ただし，推薦できる者は，1学校につき2人以内とする。

選 抜 方 法 等 小論文，面接（口頭試問を含む。）の結果並びに提出された推薦書，調査書
及び調書の内容により判定する。

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年10月18日㈭～11月7日㈬

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年11月1日㈭～11月7日㈬

選 抜 期 日 平成30年11月25日㈰

合 格 者 発 表 日 平成30年12月7日㈮ 10時

そ の 他
1 国公立大学の推薦入試への出願は，1つの大学・学部等に限られている。
2 入学手続期間

平成30年12月17日㈪～12月19日㈬
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理学部 推薦入試Ⅰ

実 施 学 科 等 名 理学科 生物学コース，地学コース

募 集 人 員 生物学コース 7人
地学コース 12人

出 願 要 件

次の⑴又は⑵に該当する者で，学習成績が優秀であって，人物及び適性等に
ついて学校長が責任をもって推薦でき，かつ，合格した場合には入学を確約で
きるもの
ただし，推薦できる者は，1学校につき各コース3人以内とする。

⑴ 高等学校を平成31年3月卒業見込みの者
⑵ 通常の課程による12年の学校教育を平成31年3月修了見込みの者

選 抜 方 法 等 面接（口頭試問を含む。）の結果並びに提出された推薦書及び調査書の内容
により判定する。

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年10月18日㈭～11月7日㈬

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年11月1日㈭～11月7日㈬

選 抜 期 日 平成30年11月25日㈰

合 格 者 発 表 日 平成30年12月7日㈮ 10時

そ の 他

1 国公立大学の推薦入試への出願は，1つの大学・学部等に限られている。
2 この推薦入試では，理学部で学ぶために必要不可欠な資質を評価・審査す
るので，合格者が募集人員に満たない場合がある。

3 入学手続期間
平成30年12月17日㈪～12月19日㈬
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理学部 推薦入試Ⅱ

実 施 学 科 等 名 理学科 数学・数理情報コース，物理学コース，化学コース

募 集 人 員
数学・数理情報コース 10人
物理学コース 5人
化学コース 8人

出 願 要 件

次の⑴又は⑵に該当する者で，学習成績が優秀であって，人物及び適性等に
ついて学校長が責任をもって推薦でき，かつ，合格した場合には入学を確約で
きるもの
ただし，推薦できる者は，1学校につき各コース3人以内とする。

⑴ 高等学校を平成31年3月卒業見込みの者
⑵ 通常の課程による12年の学校教育を平成31年3月修了見込みの者

選 抜 方 法 等

⑴ 第1次選抜
面接（口頭試問を含む。）の結果並びに提出された推薦書及び調査書の内

容により選考し，募集人員の1．5倍程度を合格させる。
⑵ 第2次選抜
第1次選抜の成績及び大学入試センター試験の成績により選抜を行う。

〔大学入試センター試験の利用教科・科目名〕

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年10月18日㈭～11月7日㈬

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年11月1日㈭～11月7日㈬

選 抜 期 日
（ 第 1 次 選 抜 ） 平成30年11月25日㈰

合 格 者 発 表 日
第1次選抜 平成30年12月7日㈮

第2次選抜 平成31年2月8日㈮ 16時

そ の 他

1 国公立大学の推薦入試への出願は，1つの大学・学部等に限られている。
2 この推薦入試では，理学部で学ぶために必要不可欠な資質を評価・審査す
るので，合格者が募集人員に満たない場合がある。

3 入学手続期間
平成31年2月13日㈬～2月15日㈮

国 国語 1

数
数Ⅰ・数Ａ 1
数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報 から1

理 物，化，生，地学 から2 Ｄ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔4教科6科目〕
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医学部 推薦入試Ⅱ

実 施 学 科 等 名
医学科
（学校推薦）〔推薦Ａ〕

募 集 人 員 25人

出 願 要 件

以下のいずれかに該当する者のうち，学習成績概評Ａに属するもので，医学
の研究者あるいは臨床医としての優れた資質を有し，学校長が責任をもって推
薦でき，かつ，合格した場合は入学を確約できるもの。ただし，推薦できる者
は，1学校につき5人以内とする。
⑴ 高等学校を平成31年3月卒業見込みの者
⑵ 通常の課程による12年の学校教育を平成31年3月修了見込みの者

選 抜 方 法 等

⑴ 第1次選抜
総合問題，面接の結果並びに提出された推薦書及び調査書により選考し，

30人程度を合格させる。
※「総合問題」…基礎学力に関する問題のほか，論文や文章を読んだ上で，自らの考えに
基づき立論し，それを記述させる問題を出題する。（和文・英文の読解を含む。）

⑵ 第2次選抜
大学入試センター試験の成績により合格者を決定する。

〔大学入試センター試験の利用教科・科目名〕

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年10月18日㈭～11月7日㈬

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年11月1日㈭～11月7日㈬

選 抜 期 日
（ 第 1 次 選 抜 ） 平成30年11月24日㈯～11月25日㈰

合 格 者 発 表 日
第1次選抜 平成30年12月7日㈮

第2次選抜 平成31年2月8日㈮ 16時

そ の 他
1 国公立大学の推薦入試への出願は，1つの大学・学部等に限られている。
2 入学手続期間

平成31年2月13日㈬～2月15日㈮

国 国語 1
地歴 世Ｂ，日Ｂ，地理Ｂ �

��
��
から1公民 倫・政経

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ から1

理 物，化，生，地学 から2 Ｄ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔5教科7科目〕
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医学部 推薦入試Ⅱ

実 施 学 科 等 名 医学科
（地域特別枠推薦）〔推薦Ｂ〕

募 集 人 員 20人

出 願 要 件

・愛媛県内の地域医療の担い手となる高い使命感と倫理観を有すること
・幅広い総合的な診療能力を身につけることを通して，地域社会において医
学・医療の発展に貢献できる医師を目指していること

・合格した場合は入学を確約できること
・入学後に愛媛県の奨学金を受給し，卒業後に愛媛県知事が指定する医療機関
において9年間以上勤務する義務に同意すること
以上の全てについて学校長が責任をもって推薦できる者で，以下のいずれか

に該当するもの
⑴ 愛媛県内の高等学校を平成30年3月以降に卒業した者又は平成31年3月卒
業見込みの者

⑵ 愛媛県内において通常の課程による12年の学校教育を平成30年3月以降に
修了した者又は平成31年3月修了見込みの者

選 抜 方 法 等

⑴ 第1次選抜
総合問題，面接，奨学金受給の確認の結果並びに提出された推薦書，自己

推薦書及び調査書により選考し，33人程度を合格させる。
※「総合問題」…基礎学力に関する問題のほか，論文や文章を読んだ上で，自らの考えに
基づき立論し，それを記述させる問題を出題する。（和文・英文の読解を含む。）

⑵ 第2次選抜
大学入試センター試験の成績により合格者を決定する。

〔大学入試センター試験の利用教科・科目名〕

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年10月18日㈭～11月7日㈬

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年11月1日㈭～11月7日㈬

選 抜 期 日
（ 第 1 次 選 抜 ） 平成30年11月24日㈯～11月25日㈰

合 格 者 発 表 日
第1次選抜 平成30年12月7日㈮

第2次選抜 平成31年2月8日㈮ 16時

そ の 他

1 国公立大学の推薦入試への出願は，1つの大学・学部等に限られている。
2 この推薦入試では，地域医療の担い手となるために必要・不可欠な資質を
評価する。このため，合格者数が募集人員に満たない場合がある。

3 入学手続期間
平成31年2月13日㈬～2月15日㈮

国 国語 1
地歴 世Ｂ，日Ｂ，地理Ｂ �

��
��
から1公民 倫・政経

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ から1

理 物，化，生，地学 から2 Ｄ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔5教科7科目〕
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医学部 推薦入試Ⅱ

実 施 学 科 等 名 看護学科

募 集 人 員 24人

出 願 要 件

以下のいずれかに該当する者のうち，学習成績概評Ａに属するもので，看護
学・保健学の研究者，教育者あるいは臨床看護・保健担当者としての優れた資
質を有し，学校長が責任を持って推薦でき，かつ，合格した場合は入学を確約
できるもの
⑴ 高等学校を平成31年3月卒業見込みの者
⑵ 通常の課程による12年の学校教育を平成31年3月修了見込みの者

選 抜 方 法 等

⑴ 第1次選抜
小論文，面接，グループディスカッションの結果並びに提出された推薦書

及び調査書により選考し，38人程度を合格させる。
小論文は和文・英文で出題する。

⑵ 第2次選抜
大学入試センター試験の成績により合格者を決定する。

〔大学入試センター試験の利用教科・科目名〕

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年10月18日㈭～11月7日㈬

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年11月1日㈭～11月7日㈬

選 抜 期 日
（ 第 1 次 選 抜 ） 平成30年11月24日㈯～11月25日㈰

合 格 者 発 表 日
第1次選抜 平成30年12月7日㈮

第2次選抜 平成31年2月8日㈮ 16時

そ の 他
1 国公立大学の推薦入試への出願は，1つの大学・学部等に限られている。
2 入学手続期間

平成31年2月13日㈬～2月15日㈮

国 国語 1

理
物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ Ａ

又はＢ
�
��
��
から1（＊1）物，化，生，地学 から1 Ｂ

外 英，独，仏，中，韓 から1
〔3教科3科目〕

＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。
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工学部 推薦入試Ⅰ

実 施 学 科 等 名 工学科 機械工学コース，知能システム学コース
（工業に関する学科又はそれに準ずる課程対象）

募 集 人 員 機械工学コース 2人
知能システム学コース 2人

出 願 要 件

高等学校の工業に関する学科又はそれに準ずる課程を平成31年3月卒業見込
みの者で，次の全ての条件に該当し，学校長が責任をもって推薦できるもの
⑴ 学習成績概評Ａに属する者のうち，人物が優秀なもの
⑵ 合格した場合は入学を確約できる者

選 抜 方 法 等
面接（口頭試問を含む。）の結果並びに提出された推薦書，調査書及び活動

報告書の内容により判定する。なお，面接は数学，物理に関する口頭試問を含
む。

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年10月18日㈭～11月7日㈬

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年11月1日㈭～11月7日㈬

選 抜 期 日 平成30年11月25日㈰

合 格 者 発 表 日 平成30年12月7日㈮ 10時

そ の 他

1 国公立大学の推薦入試への出願は，1つの大学・学部等に限られている。
2 この推薦入試では，工学部で学ぶために必要不可欠な資質を評価・審査す
るので，合格者が募集人員に満たない場合がある。

3 入学手続期間
平成30年12月17日㈪～12月19日㈬
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工学部 推薦入試Ⅰ

実 施 学 科 等 名

工学科 電気電子工学コース
（工業に関する学科又はそれに準ずる
課程対象）

工学科 コンピュータ科学コース
（普通科，工業に関する学科，情報に
関する学科，理数に関する学科又は総
合学科対象）

募 集 人 員 5人 2人

出 願 要 件

高等学校の工業に関する学科又はそ
れに準ずる課程を平成31年3月卒業見
込みの者で，次の全ての条件に該当
し，学校長が責任をもって推薦できる
もの
⑴ 学習成績概評Ａに属する者のう
ち，人物が優秀なもの

⑵ 合格した場合は入学を確約できる
者

高等学校の普通科，工業に関する学
科，情報に関する学科，理数に関する
学科又は総合学科を平成31年3月卒業
見込みの者で，次の全ての条件に該当
し，学校長が責任をもって推薦できる
もの
⑴ 学習成績概評Ａに属する者のう
ち，人物が優秀なもの

⑵ 合格した場合は入学を確約できる
者

選 抜 方 法 等

面接（口頭試問を含む。）の結果並
びに提出された推薦書，調査書及び活
動報告書の内容により判定する。な
お，面接は数学，物理，英語に関する
口頭試問を含む。

面接（口頭試問を含む。）の結果並
びに提出された推薦書，調査書及び活
動報告書の内容により判定する。な
お，面接は情報工学を学ぶ上で必要な
基礎学力および思考力に関する口頭試
問を含む。

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年10月18日㈭～11月7日㈬

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年11月1日㈭～11月7日㈬

選 抜 期 日 平成30年11月25日㈰

合 格 者 発 表 日 平成30年12月7日㈮ 10時

そ の 他

1 国公立大学の推薦入試への出願は，1つの大学・学部等に限られている。
2 この推薦入試では，工学部で学ぶために必要不可欠な資質を評価・審査す
るので，合格者が募集人員に満たない場合がある。

3 入学手続期間
平成30年12月17日㈪～12月19日㈬



－79－

工学部 推薦入試Ⅰ

実 施 学 科 等 名
工学科 材料デザイン工学コース
（工業に関する学科又は総合学科対象）

工学科 化学・生命科学コース
（普通科，理数に関する学科又は総合
学科対象）

募 集 人 員 2人 3人

出 願 要 件

高等学校の工業に関する学科又は総
合学科を平成31年3月卒業見込みの者
で，次の全ての条件に該当し，学校長
が責任をもって推薦できるもの
⑴ 学習成績概評Ａに属する者のう
ち，人物が優秀なもの

⑵ 合格した場合は入学を確約できる
者

高等学校の普通科，理数に関する学
科又は総合学科（ただし，いずれも「数
学Ⅲ若しくは理数数学Ⅱ」と「化学若
しくは理数化学」を修得又は修得見込
みの者）を平成31年3月卒業見込みの
者で，次の全ての条件に該当し，学校
長が責任をもって推薦できるもの
⑴ 学習成績概評Ａに属する者のう
ち，人物が優秀なもの

⑵ 合格した場合は入学を確約できる
者

選 抜 方 法 等

面接（口頭試問を含む。）の結果並
びに提出された推薦書，調査書及び活
動報告書の内容により判定する。な
お，面接は数学，理科に関する口頭試
問を含む。

面接（口頭試問を含む。）の結果並
びに提出された推薦書，調査書及び活
動報告書の内容により判定する。な
お，面接は本コースに関する口頭試問
を含む。

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年10月18日㈭～11月7日㈬

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年11月1日㈭～11月7日㈬

選 抜 期 日 平成30年11月25日㈰

合 格 者 発 表 日 平成30年12月7日㈮ 10時

そ の 他

1 国公立大学の推薦入試への出願は，1つの大学・学部等に限られている。
2 この推薦入試では，工学部で学ぶために必要不可欠な資質を評価・審査す
るので，合格者が募集人員に満たない場合がある。

3 入学手続期間
平成30年12月17日㈪～12月19日㈬



－80－

工学部 推薦入試Ⅰ

実 施 学 科 等 名
工学科 社会基盤工学コース，社会デザインコース
（普通科，工業に関する学科，理数に関する学科又は総合学科対象）

募 集 人 員 社会基盤工学コース 5人
社会デザインコース 3人

出 願 要 件

高等学校の普通科，工業に関する学科，理数に関する学科又は総合学科を平
成31年3月卒業見込みの者で，次の全ての条件に該当し，学校長が責任をもっ
て推薦できるもの
ただし，推薦できる者は，1高等学校につき各コース2人以内とする。

⑴ 学習成績概評Ａに属する者のうち，人物が優秀なもの
⑵ 合格した場合は入学を確約できる者

選 抜 方 法 等
面接（口頭試問を含む。）の結果並びに提出された推薦書，調査書及び活動

報告書の内容により判定する。なお，面接は国語，数学，英語に関する口頭試
問を含む。

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年10月18日㈭～11月7日㈬

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年11月1日㈭～11月7日㈬

選 抜 期 日 平成30年11月25日㈰

合 格 者 発 表 日 平成30年12月7日㈮ 10時

そ の 他

1 国公立大学の推薦入試への出願は，1つの大学・学部等に限られている。
2 この推薦入試では，工学部で学ぶために必要不可欠な資質を評価・審査す
るので，合格者が募集人員に満たない場合がある。

3 入学手続期間
平成30年12月17日㈪～12月19日㈬



－81－

工学部 推薦入試Ⅱ

実 施 学 科 等 名 工学科 機械工学コース，知能システム学コース

募 集 人 員 機械工学コース 12人
知能システム学コース 2人

出 願 要 件

高等学校（ただし，「数学Ⅲ若しくは理数数学Ⅱ」と「物理若しくは理数物
理」を修得又は修得見込みの者）を平成31年3月卒業見込みの者で，次の全て
の条件に該当し，学校長が責任をもって推薦できるもの
⑴ 学習成績及び人物が優秀な者
⑵ 合格した場合は入学を確約できる者

選 抜 方 法 等

大学入試センター試験の成績，面接の結果並びに提出された推薦書，調査書
及び活動報告書の内容により判定する。

〔大学入試センター試験の利用教科・科目名〕

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年11月26日㈪～12月14日㈮

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年12月10日㈪～12月14日㈮

選 抜 期 日 平成31年2月2日㈯

合 格 者 発 表 日 平成31年2月8日㈮ 16時

そ の 他

1 国公立大学の推薦入試への出願は，1つの大学・学部等に限られている。
2 この推薦入試では，工学部で学ぶために必要不可欠な資質を評価・審査す
るので，合格者が募集人員に満たない場合がある。

3 入学手続期間
平成31年2月13日㈬～2月15日㈮

国 国語 1

地歴
世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ �

�
�
�
�

から1地理Ａ，地理Ｂ
公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ から1

理

物基，化基，生基，地学基 から2
Ｃ Ｃ

又はＤ

�
���
���
から2（＊1）物，化，生，地学 から1

物，化，生，地学 から2 Ｄ
※ただし，理科は「物理」又は「物理基礎」を含めること

外 英，独，仏，中，韓 から1
〔5教科7科目〕

＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。



－82－

工学部 推薦入試Ⅱ

実 施 学 科 等 名 工学科 電気電子工学コース

募 集 人 員 15人

出 願 要 件

高等学校（ただし，「数学Ⅲ若しくは理数数学Ⅱ」，「物理若しくは理数物理」，
「化学若しくは理数化学」の全てを修得又は修得見込みの者）を平成31年3月
に卒業見込みの者で，次の全ての条件に該当し，学校長が責任をもって推薦で
きるもの
⑴ 学習成績及び人物が優秀な者
⑵ 合格した場合は入学を確約できる者

選 抜 方 法 等

大学入試センター試験の成績，面接（口頭試問を含む。）の結果並びに提出
された推薦書，調査書及び活動報告書の内容により判定する。なお，面接は
数学，基礎的な英語に関する口頭試問を含む。

〔大学入試センター試験の利用教科・科目名〕

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年11月26日㈪～12月14日㈮

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年12月10日㈪～12月14日㈮

選 抜 期 日 平成31年2月2日㈯

合 格 者 発 表 日 平成31年2月8日㈮ 16時

そ の 他

1 国公立大学の推薦入試への出願は，1つの大学・学部等に限られている。
2 この推薦入試では，工学部で学ぶために必要不可欠な資質を評価・審査す
るので，合格者が募集人員に満たない場合がある。

3 入学手続期間
平成31年2月13日㈬～2月15日㈮

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ から1

理 物 1 Ｂ
〔2教科3科目〕



－83－

工学部 推薦入試Ⅱ

実 施 学 科 等 名 工学科 コンピュータ科学コース，応用情報工学コース

募 集 人 員 コンピュータ科学コース 4人
応用情報工学コース 8人

出 願 要 件

高等学校（ただし，「数学Ⅲ若しくは理数数学Ⅱ」と「物理若しくは理数物
理」を修得又は修得見込みの者）を平成31年3月卒業見込みの者で，次の全て
の条件に該当し，学校長が責任をもって推薦できるもの
⑴ 学習成績及び人物が優秀な者
⑵ 合格した場合は入学を確約できる者

選 抜 方 法 等

大学入試センター試験の成績，面接の結果並びに提出された推薦書，調査書
及び活動報告書の内容により判定する。

〔大学入試センター試験の利用教科・科目名〕

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年11月26日㈪～12月14日㈮

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年12月10日㈪～12月14日㈮

選 抜 期 日 平成31年2月2日㈯

合 格 者 発 表 日 平成31年2月8日㈮ 16時

そ の 他

1 国公立大学の推薦入試への出願は，1つの大学・学部等に限られている。
2 この推薦入試では，工学部で学ぶために必要不可欠な資質を評価・審査す
るので，合格者が募集人員に満たない場合がある。

3 入学手続期間
平成31年2月13日㈬～2月15日㈮

国 国語 1

地歴
世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ �

�
�
�
�

から1地理Ａ，地理Ｂ
公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ から1

理
物基，化基，生基，地学基 から2

Ｃ Ｃ
又はＤ

�
���
���
から2（＊1）物，化，生，地学 から1

物，化，生，地学 から2 Ｄ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔5教科7科目〕
＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。



－84－

工学部 推薦入試Ⅱ

実 施 学 科 名 工学科 材料デザイン工学コース
（普通科，工業に関する学科，理数に関する学科又は総合学科対象）

募 集 人 員 8人

出 願 要 件

高等学校の普通科，工業に関する学科，理数に関する学科又は総合学科を平
成31年3月卒業見込みの者で，次の全ての条件に該当し，学校長が責任をもっ
て推薦できるもの
⑴ 学習成績及び人物が優秀な者
⑵ 合格した場合は入学を確約できる者

選 抜 方 法 等

大学入試センター試験の成績，面接の結果並びに提出された推薦書，調査書
及び活動報告書の内容により判定する。

〔大学入試センター試験の利用教科・科目名〕

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年11月26日㈪～12月14日㈮

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年12月10日㈪～12月14日㈮

選 抜 期 日 平成31年2月2日㈯

合 格 者 発 表 日 平成31年2月8日㈮ 16時

そ の 他

1 国公立大学の推薦入試への出願は，1つの大学・学部等に限られている。
2 この推薦入試では，工学部で学ぶために必要不可欠な資質を評価・審査す
るので，合格者が募集人員に満たない場合がある。

3 入学手続期間
平成31年2月13日㈬～2月15日㈮

国 国語 1

地歴
世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ �

�
�
�
�

から1地理Ａ，地理Ｂ
公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ から1

理
物基，化基，生基，地学基 から2

Ｃ Ｃ
又はＤ

�
���
���
から2（＊1）物，化 から1

物，化 2 Ｄ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔5教科7科目〕
＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。



－85－

工学部 推薦入試Ⅱ

実 施 学 科 名 工学科 化学・生命科学コース
（普通科，工業に関する学科，理数に関する学科又は総合学科対象）

募 集 人 員 5人

出 願 要 件

高等学校の普通科，工業に関する学科，理数に関する学科又は総合学科を平
成31年3月卒業見込みの者で，次の全ての条件に該当し，学校長が責任をもっ
て推薦できるもの
⑴ 学習成績及び人物が優秀な者
⑵ 合格した場合は入学を確約できる者

選 抜 方 法 等

大学入試センター試験の成績，面接の結果並びに提出された推薦書，調査書
及び活動報告書の内容により判定する。

〔大学入試センター試験の利用教科・科目名〕

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年11月26日㈪～12月14日㈮

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年12月10日㈪～12月14日㈮

選 抜 期 日 平成31年2月2日㈯

合 格 者 発 表 日 平成31年2月8日㈮ 16時

そ の 他

1 国公立大学の推薦入試への出願は，1つの大学・学部等に限られている。
2 この推薦入試では，工学部で学ぶために必要不可欠な資質を評価・審査す
るので，合格者が募集人員に満たない場合がある。

3 入学手続期間
平成31年2月13日㈬～2月15日㈮

国 国語 1

地歴
世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ �

�
�
�
�

から1地理Ａ，地理Ｂ
公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ から1

理
物基，化基，生基，地学基 から2

Ｃ Ｃ
又はＤ

�
���
���
から2（＊1）物，化，生，地学 から1

物，化，生，地学 から2 Ｄ
外 英，独，仏，中，韓 から1

〔5教科7科目〕
＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。



－86－

工学部 推薦入試Ⅱ

実 施 学 科 名
工学科 社会基盤工学コース
（普通科，工業に関する学科，理数に
関する学科又は総合学科対象）

工学科 社会デザインコース
（普通科，工業に関する学科，理数に
関する学科又は総合学科対象）

募 集 人 員 5人 3人

出 願 要 件

高等学校の普通科，工業に関する学
科，理数に関する学科又は総合学科を
平成31年3月卒業見込みの者で，次の
全ての条件に該当し，学校長が責任を
もって推薦できるもの
⑴ 学習成績及び人物が優秀な者
⑵ 合格した場合は入学を確約できる
者

高等学校の普通科，工業に関する学
科，理数に関する学科又は総合学科を
平成31年3月卒業見込みの者で，次の
全ての条件に該当し，学校長が責任を
もって推薦できるもの
⑴ 学習成績及び人物が優秀な者
⑵ 合格した場合は入学を確約できる
者

選 抜 方 法 等

大学入試センター試験の成績，面接
の結果並びに提出された推薦書，調査
書及び活動報告書の内容により判定す
る。

〔大学入試センター試験の利用教科・科目名〕

大学入試センター試験の成績，面接
の結果並びに提出された推薦書，調査
書及び活動報告書の内容により判定す
る。

〔大学入試センター試験の利用教科・科目名〕

インターネット出願
受 付 期 間

出願情報の登録期間 平成30年11月26日㈪～12月14日㈮

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年12月10日㈪～12月14日㈮

選 抜 期 日 平成31年2月2日㈯

合 格 者 発 表 日 平成31年2月8日㈮ 16時

そ の 他

1 国公立大学の推薦入試への出願は，1つの大学・学部等に限られている。
2 この推薦入試では，工学部で学ぶために必要不可欠な資質を評価・審査す
るので，合格者が募集人員に満たない場合がある。

3 入学手続期間
平成31年2月13日㈬～2月15日㈮

国 国語 1

地歴
世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ �

�

�
�

�
から1地理Ａ，地理Ｂ

公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ から1

理

物基，化基，生基，地学基 から2
Ｃ Ｃ
又はＤ

�
��
��
から2
（＊1）物，化，生，地学 から1

物，化，生，地学 から2 Ｄ
※ただし，理科は「物理」又は「物理基礎」を含めること

外 英，独，仏，中，韓 から1
〔5教科7科目〕

国 国語 1

地歴
世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ �

�

�
�

�
から1地理Ａ，地理Ｂ

公民 現社，倫，政経，倫・政経

数
数Ⅰ，数Ⅰ・数Ａ から1
数Ⅱ，数Ⅱ・数Ｂ から1

理
物基，化基，生基，地学基 から2 Ａ Ａ

又はＢ

�
�
�
から1
（＊1）物，化，生，地学 から1 Ｂ

外 英，独，仏，中，韓 から1
〔5教科6科目〕

＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，
2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。

＊1 「理科」の基礎を付した科目を選択した場合は，
2科目を他の教科・科目の1科目分とみなす。
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農学部 推薦入試Ⅰ

実 施
学 科 等 名

食料生産学科，生命機能学科，生物環境学科
（普通科又は理数に関する学科対象）
〔推薦Ａ〕

食料生産学科，生命機能学科，生物環境学科
（専門教育を主とする学科又は総合学科対象）
〔推薦Ｂ〕

募 集 人 員
食料生産学科 8人
生命機能学科 3人
生物環境学科 9人

食料生産学科 10人
生命機能学科 3人
生物環境学科 7人

出 願 要 件

次の⑴又は⑵のいずれかに該当し，①から
④の条件を満たし，学校長が責任を持って推
薦できる者
⑴ 高等学校を平成31年3月卒業見込みの者
⑵ 通常の課程による12年の学校教育を平成
31年3月修了見込みの者
① 普通科又は理数に関する学科を卒業又は
修了見込みの者
② 学力，人物が優秀な者
③ 合格した場合は入学を確約できる者
④ 本学部及び志望学科のアドミッション・
ポリシー（入学者受入の方針）を理解し，
志望動機が明確な者

次の⑴又は⑵のいずれかに該当し，①から
④の条件を満たし，学校長が責任を持って推
薦できる者
⑴ 高等学校を平成31年3月卒業見込みの者
⑵ 通常の課程による12年の学校教育を平成
31年3月修了見込みの者
① 専門教育を主とする学科（理数に関する
学科を除く。），総合学科を卒業又は修了見
込みの者

② 学力，人物が優秀な者
③ 合格した場合は入学を確約できる者
④ 本学部及び志望学科のアドミッション・
ポリシー（入学者受入の方針）を理解し，
志望動機が明確な者

選抜方法等 総合問題，面接（口頭試問を含む。）の結果並びに提出された推薦書及び調査書の内容によ
り判定する。

インターネット
出願受付期間

出願情報の登録期間 平成30年10月18日㈭～11月7日㈬

検定料の支払期間及び
郵送が必要な書類の提出期間 平成30年11月1日㈭～11月7日㈬

選 抜 期 日 平成30年11月24日㈯ 平成30年11月25日㈰

合格者発表日 平成30年12月7日㈮ 10時

そ の 他
1 国公立大学の推薦入試への出願は，1つの大学・学部等に限られている。
2 入学手続期間

平成30年12月17日㈪～12月19日㈬
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実施学部・学科等名

医学部
看護学科

農学部
食料生産学科
生命機能学科
生物環境学科

募 集 人 員 3人 若干人

出 願 要 件

平成31年4月1日現在，年齢が満21
歳以上であり，3年以上社会人として
の経験を有する者で，入学後看護学を
修める意志があり，卒業後看護・保健
分野で就業する意志のあるものとし，
次のいずれかに該当するもの

平成31年4月1日現在，年齢が満23
歳以上であり，5年以上社会人として
の経験を有する者で，本学部及び志望
学科のアドミッション・ポリシー（入
学者受入の方針）を理解し，志望動機
が明確であり，次のいずれかに該当す
るもの

⑴ 高等学校を卒業した者又は平成31年3月卒業見込みの者
⑵ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者又は平成31年3月修了見込
みの者

⑶ 学校教育法施行規則第150条の規定（第6号を除く。）により，高等学校を
卒業した者と同等以上の学力があると認められる者又は平成31年3月31日ま
でにこれに該当する見込みの者
（注） 定時制，夜間，通信制以外の学校（大学を含む。）の在学期間は，社

会人としての経験年数に含まない。

選 抜 方 法 等
小論文，面接の結果及び提出された

書類の内容により判定する。小論文は
和文・英文で出題する。

総合問題，面接（口頭試問を含む。）
の結果及び提出された書類の内容によ
り判定する。

出 願 期 間 平成30年11月1日㈭～11月7日㈬

選 抜 期 日 平成30年11月24日㈯

合 格 者 発 表 日 平成30年12月7日㈮ 10時

そ の 他 入学手続期間
平成30年12月17日㈪～12月19日㈬

Ⅷ 社会人入試
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社会人入試（アドミッション・オフィス方式）

実施学部・学科等名 法文学部
人文社会学科「夜間主コース」

募 集 人 員 10人

出 願 要 件

次の⑴から⑶までのいずれかに該当し，①及び②の条件を満たす者で，かつ，
平成31年4月1日現在23歳以上で5年以上の社会人経験を有するもの
⑴ 高等学校を卒業した者又は平成31年3月卒業見込みの者
⑵ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者又は平成31年3月修了見込
みの者

⑶ 学校教育法施行規則第150条の規定（第6号を除く。）により，高等学校を
卒業した者と同等以上の学力があると認められる者又は平成31年3月31日ま
でにこれに該当する見込みの者

① 合格した場合は入学を確約できる者
② 本学部のアドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）を理解し，本学
部への志望動機が明確な者

（注）定時制，夜間，通信制以外の学校（大学を含む。）の在学期間は，社会
人としての経験年数に含まない。

選 抜 方 法 等

小論文，面接（口頭試問を含む。）の結果及び提出された書類等の内容から，
アドミッション・オフィス方式（総合評価方式）により，本学部のアドミッショ
ン・ポリシーにうたわれた志願者の能力・適性・関心・意欲等を多面的，総合
的に評価する。

出 願 期 間 平成30年11月1日㈭～11月7日㈬

選 抜 期 日 平成30年11月25日㈰

合 格 者 発 表 日 平成30年12月7日㈮ 10時

そ の 他

1 この社会人入試（アドミッション・オフィス方式）では，法文学部で学ぶ
ために必要不可欠な資質を評価・審査するので，合格者が募集人員に満たな
い場合がある。

2 入学手続期間
平成30年12月17日㈪～12月19日㈬
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Ⅸ 私費外国人留学生入試

1 実施学部・学科等

学 部 ・ 学 科 等
※渡日前
入学許可
制度の有
無

個 別 学 力 検 査 等 面接 日本留学
試 験

法
文
学
部
人 文 社 会 学 科 「 昼 間 主 コ ー ス 」 × 日本語による口頭試問を課す。 ○

次頁の利
用教科・
科目を受
験するこ
と

教

育

学

部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初等教育
コ ー ス

幼 年 教 育 サ ブ コ ー ス

×
前期日程と同一の試験を課す。
（26ページから29ページを参照す
ること）

×

小 学 校 サ ブ コ ー ス

中等教育
コ ー ス

言語・社会
教 育 系

国語教育専攻
社会科教育専攻
英語教育専攻

自然科学系
数学教育専攻
理科教育専攻
技術教育専攻

芸術・生活
健 康 系

音楽教育専攻
美術教育専攻
保健体育専攻
家政教育専攻

特 別 支 援 教 育 教 員 養 成 課 程

理

学

部

理

学

科

数 学 ・ 数 理 情 報 コ ー ス

○ 日本語による口頭試問を課す。 ○
物 理 学 コ ー ス
化 学 コ ー ス
生 物 学 コ ー ス
地 学 コ ー ス

医

学

部

医 学 科

×

前期日程と同一の試験を課す。
（40・41ページを参照すること）

○
看 護 学 科

前期日程と同一の試験を課す。
ただし，グループディスカッショ
ンは課さない。
（40・41ページを参照すること）
TOEFLを受験すること。

工

学

部

工

学

科

機 械 工 学 コ ー ス

○ ○

知 能 シ ス テ ム 学 コ ー ス
電 気 電 子 工 学 コ ー ス
コ ン ピ ュ ー タ 科 学 コ ー ス
応 用 情 報 工 学 コ ー ス
材 料 デ ザ イ ン 工 学 コ ー ス
化 学 ・ 生 命 科 学 コ ー ス
社 会 基 盤 工 学 コ ー ス
社 会 デ ザ イ ン コ ー ス

農
学
部

食 料 生 産 学 科
○ 日本語による口頭試問を課す。 ○生 命 機 能 学 科

生 物 環 境 学 科
※募集人員は各学部・学科等，若干人とする。
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学 部 ・ 学 科 等 日本語 総合
科目 数 学 理 科 備 考 出題言語 成績

利用

法 文 学 部 ○ ○ コース1 － － 日本語

2018年
6月
又は
11月

※渡日
前入学
許可制
度によ
る入試
2017年
11月
又は
2018年
6月

教 育 学 部 ○ ○
コース1又
はコース2
を選択

2科目選択 総合科目又は理科 日本語

理

学

部

理

学

科

数学・数理情報コース ○ － コース2 2科目選択 － 日本語

物 理 学 コ ー ス ○ － コース2 2科目選択 － 日本語

化 学 コ ー ス ○ － コース2 2科目選択 － 日本語

生 物 学 コ ー ス ○ －
コース1又
はコース2
を選択

2科目選択 － 日本語

地 学 コ ー ス ○ －
コース1又
はコース2
を選択

2科目選択 － 日本語

医
学
部

医 学 科 ○ ○ コース2 物理・化学 総合科目又は理科 日本語

看 護 学 科 ○ ○ コース1 化学・生物 総合科目又は理科 日本語

工 学 部 ○ － コース2 物理・化学 － 日本語

農 学 部 ○ －
コース1又
はコース2
を選択

2科目選択 － 日本語

【日本留学試験利用教科・科目等】

備考 理科の欄の「物理・化学」は物理と化学が必須，「化学・生物」は化学と生物が必須，「2科目選択」は物理，
化学及び生物から2科目を選択することを示す。
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2 出願要件
次の⑴，⑵，⑶の全てに該当する者

⑴ 日本国籍を有しない者
⑵ 出入国管理及び難民認定法の定めるところにより，大学入学に支障のない在留資格を有する者又は取得
できる見込みの者で，次の各号のいずれかに該当するもの
① 外国において，学校教育における12年の課程を修了した者及び平成31年（2019年）3月31日までに修
了見込みの者，又はこれらに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの
（注）「これらに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの」は，次のとおりです。
ア 外国において，学校教育における12年の課程を修了した者と同等以上の学力があるかどうかに関す
る認定試験であると認められる当該国の検定（国の検定に準ずるものを含む。）に合格した者で，平
成31年（2019年）3月31日までに18歳に達するもの

イ 外国において，日本の高等学校に対応する学校の課程を修了した者〔これと同等以上の学力がある
かどうかに関する認定試験であると認められる当該国の検定（国の検定に準ずるものを含む。）に合
格した者を含む。〕で，文部科学大臣が別に定めるところにより指定した我が国の大学に入学するた
めの準備教育を行う課程を修了し，平成31年（2019年）3月31日までに18歳に達するもの

② スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局が授与する国際バカロレア資格を有する
者で，平成31年（2019年）3月31日までに18歳に達するもの
③ ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められているアビトゥア資格を有する者で，
平成31年（2019年）3月31日までに18歳に達するもの
④ フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレア資格を有する者で，平成31年
（2019年）3月31日までに18歳に達するもの

⑤ グレート・ブリテン及び北部アイルランド連合王国において大学入学資格として認められているジェ
ネラル・サーティフィケート・オブ・エデュケーション・アドバンスト・レベル資格（GCEAレベル資
格）を有する者で，平成31年（2019年）3月31日までに18歳に達するもの
⑥ 文部科学大臣が指定する国際的な評価団体（WASC＊1，ACSI＊2，CIS＊3）から教育活動等に係る認定
を受けた教育施設に置かれる12年の課程を修了した者で，平成31年（2019年）3月31日までに18歳に達
するもの
＊1 WASC…ウェスタン・アソシエーション・オブ・スクールズ・アンド・カレッジズ
＊2 ACSI …アソシエーション・オブ・クリスチャン・スクールズ・インターナショナル
＊3 CIS …カウンセル・オブ・インターナショナル・スクールズ

⑶ 独立行政法人日本学生支援機構が平成30年（2018年）6月又は11月に実施する日本留学試験を受験して
いる者
渡日前入学許可制度による入試に出願する者は，日本学生支援機構が平成29年（2017年）11月又は平成

30年（2018年）6月に実施する日本留学試験を日本国外にて受験している者

3 出願期間

私費外国人留学生入試 渡日前入学許可制度による
私費外国人留学生入試

平成31年1月28日㈪～2月6日㈬ 平成30年11月1日㈭～11月7日㈬
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4 選抜方法
私費外国人留学生入試
各学部で実施する個別学力検査等と面接の結果及び提出された書類並びに日本留学試験の結果により選

考する。なお，医学部看護学科においては，TOEFLのスコアを評価の対象に含む。

渡日前入学許可制度による私費外国人留学生入試

学 部 選 抜 方 法

理 学 部 インターネットインタビュー（口頭試問）の結果
及び提出された書類並びに日本留学試験の結果に
より選考する。

工 学 部

農 学 部

5 選抜期日
私費外国人留学生入試

学 部 試 験 日 時

法 文 学 部 平成31年2月25日㈪ 9時～

教 育 学 部 平成31年2月25日㈪ 9時～

理 学 部 平成31年2月25日㈪ 9時～

医 学 部 平成31年2月25日㈪ 9時～2月26日㈫

工 学 部 平成31年2月25日㈪15時～

農 学 部 平成31年2月25日㈪ 9時～

渡日前入学許可制度による私費外国人留学生入試

理 学 部

平成30年11月25日㈰まで工 学 部

農 学 部

6 合格者発表

私費外国人留学生入試 渡日前入学許可制度による
私費外国人留学生入試

平成31年3月6日㈬ 10時 平成30年12月7日㈮ 10時

7 入学手続期間

私費外国人留学生入試 渡日前入学許可制度による
私費外国人留学生入試

平成31年3月11日㈪～3月22日㈮ 平成30年12月17日㈪～12月27日㈭



－94－

8 その他
⑴ 日本留学試験については，日本学生支援機構留学生事業部留学試験課（〒153－8503 東京都目黒区駒
場4－5－29 TEL03－6407－7457）に問い合わせること。

⑵ 私費外国人留学生入試学生募集要項及び渡日前入学許可制度による私費外国人留学生入試学生募集要項
は9月上旬に発表する予定である。請求方法は以下のとおり。
•私費外国人留学生入試学生募集要項（出願書類を含む。）の請求方法
郵送で請求する場合は，請求する封筒の表に「私費外国人留学生入試学生募集要項請求」と朱書し，返

信用封筒角形2号（33㎝×24㎝）に郵便番号，住所，氏名を明記した上，205円分の切手を返信用封筒に
貼り，98ページの「学部等照会先」へ請求すること。
なお，大学案内も必要な場合は，380円分の切手を返信用封筒に貼ること。

•渡日前入学許可制度による私費外国人留学生入試学生募集要項（出願書類を含む。）の請求方法
本学ホームページ（https://www.ehime-u.ac.jp/）からダウンロードすること。
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Ⅹ 障がい等を有する入学志願者の出願

Ⅺ 学生募集要項の発表時期及び請求方法

障がい等を有する者で，受験上配慮を必要とする者は，随時相談に応じますので，志願学部の入試係までご
相談ください。ただし，重度の障がいを有する場合は，できるだけ早い時期にご連絡をお願いします。（必要
な場合は，本学において，当該志願者又は保護者若しくはその立場を代弁し得る出身学校関係者との面談等を
行うことがあります。）
また，相談は志願者本人，保護者及び担任教諭等，本人の状態を詳しく説明できる者が行ってください。

（注） 相談は障がい等を有する志願者に本学の現状をあらかじめ知っていただき，受験にあたってより良い方
法や在り方を模索するためのもので，障がい等を有する方の受験を制限するものではありません。

⑴ 受験上配慮申請書の提出方法及び提出期限
相談の結果，配慮が必要と判断された場合は，以下の書類を出願書類とあわせて提出してください。
なお，出願の期限までに提出できなかった場合は，早急に志願学部の入試係までご連絡ください。

・受験上配慮申請書（https://www.ehime-u.ac.jp/entrance/outline/download/）よりダウンロード
・身体障害者手帳の写し，または医師の診断書（写しでも可）等で，障がい等の状況が確認できるもの
※診断書が発行されない場合はその旨を申し出てください。

・大学入試センターからの通知書の写し（大学入試センター試験の受験上の配慮の決定を受けた者）

⑵ 受験上配慮内容の決定
提出された書類により，受験上の配慮内容を決定し，受験上配慮申請者に通知します。

⑶ 連絡及び提出先
志願学部の入試係（98ページの学部等照会先参照）

一般入試，推薦入試及びＡＯ入試の出願方法はインターネット出願のみです。（紙媒体の募集要項は廃止しました。）
1 学生募集要項の発表

募集人員，実施日程・時間及び出願手続等を記載した「学生募集要項」は，下記のとおり発表する予定です。

募 集 要 項 名 等 発 表 時 期
アドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試）Ⅰ 学生募集要項 ※web閲覧のみ
＊社会共創学部 平成30年6月下旬

渡日前入学許可制度による私費外国人留学生入試学生募集要項 ※web閲覧のみ（出願書類はダウンロード）
私費外国人留学生入試学生募集要項 平成30年9月上旬

アドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試）Ⅱ 学生募集要項 ※web閲覧のみ
＊法文学部，教育学部，社会共創学部，農学部

平成30年9月中旬
推薦入試学生募集要項 ※web閲覧のみ
社会人入試学生募集要項
一般入試学生募集要項 ※web閲覧のみ 平成30年11月上旬
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URL http://djc-mb.jp/ehime-u3/

2 学生募集要項等の請求方法
（学生募集要項は社会人入試（出願書類含む。）及び私費外国人留学生入試（出願書類含む。）のみ請求できます。）
⑴ 大学情報センター「モバっちょ」による請求方法

携帯電話，スマートフォン，パソコンから請求できます。
お急ぎの方は宅配便のご利用もできます。

【料金の支払方法】
① 請求時払い
携帯電話払い，スマートフォン払い，クレジットカード払いができます。（支払手数料は別途50円必
要です。）
※携帯電話・スマートフォンの機種，携帯電話会社との契約状況によって，通話料金と一緒にお支払
いできない場合がございます。その場合，コンビニ後払いを選択してください。

② 後払い
資料到着後，コンビニでお支払いください。（支払手数料は別途126円必要です。）

■上記請求方法についてのお問合せ先
大学情報センター株式会社 モバっちょカスタマーセンター
TEL 050－3540－5005（平日10：00～18：00）

資 料 名 送料（予定）
ガイドブック（大学案内）［メール便］ 250円
社会人入試学生募集要項［メール便］ 250円
社会人入試学生募集要項＋ガイドブック（大学案内）［メール便］ 350円
社会人入試学生募集要項［宅配便］ 750円
社会人入試学生募集要項＋ガイドブック（大学案内）［宅配便］ 850円
法文学部案内［メール便］ 250円
教育学部案内［メール便］ 250円
社会共創学部案内［メール便］ 250円
理学部案内［メール便］ 250円
医学部看護学科案内［メール便］ 250円
工学部案内［メール便］ 250円
農学部案内［メール便］ 250円
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⑵ 大学のホームページから請求する場合
大学のホームページから テレメールを利用して大学案内及び募集要項等（社会人入試及び私費外国
人留学生入試のみ）の資料が請求できます。
詳しくは，愛媛大学ホームページ（https://www.ehime-u.ac.jp/）「資料請求」をご覧ください。

⑶ インターネット（パソコン・スマートフォン・携帯電話）または自動音声応答電話で請求する場合
① 下記のいずれかの方法で テレメールにアクセスしてください。

インターネットの場合
パソコン・スマート
フォン・携帯電話

http://telemail.jp
パソコン，スマートフォン，携帯電話，
各社共通アドレス

スマートフォン又は携
帯電話でバーコードを
読み取り，アクセスし
てください。

自動音声応答電話の
場合

IP電話 050－8601－0101（24時間受付）
※IP電話への通話料金は，一般電話回線からは日本全国どこからでも
3分毎に約12円です。

� �
� �

② 請求を希望する資料請求番号（6桁）をプッシュまたは入力してください。
資 料 名 資料請求番号 料金（予定）

ガイドブック（大学案内） 566802 215円
社会人入試学生募集要項 549232 180円
社会人入試学生募集要項＋ガイドブック（大学案内） 549242 250円
私費外国人留学生入試学生募集要項 549462 180円
私費外国人留学生入試学生募集要項＋ガイドブック（大学案内） 549472 250円
法文学部案内 546932 180円
教育学部案内 566832 180円
社会共創学部案内 598552 140円
理学部案内 566842 215円
医学部看護学科案内 568852 140円
工学部案内 568862 180円
農学部案内 568872 180円

③ あとはガイダンスに従って登録してください。

⑵⑶に関する注意事項
・請求から1～2日後に資料が届きます。ただし，受付時間や地域，配達事情によっては3日以上か
かる場合もあります。4日以上経っても届かない場合はテレメールカスタマーセンターまでお問い
合わせください。なお，発送開始日以前の請求分は，発送開始日に一斉に発送されます。

・料金は，お届けした資料に同封されている料金支払い用紙の支払方法に従い，表示料金をお支払い
ください。お支払い方法は「コンビニ支払い」「ゆうちょ銀行・郵便局での払込み」「ケータイ払い」
「クレジットカード払い」がご利用になれます。（支払いに際して手数料が別途必要になります。）
資料の重量変更により，料金が変更になる場合がありますので，予めご了承ください。

・自動音声応答電話によるご請求の場合，住所，名前の登録時は，ゆっくりはっきりとお話しくださ
い。登録された音声が不鮮明な場合は資料をお届けできないことがあります。

⑵⑶の請求方法についてのお問い合わせは
テレメールカスタマーセンター IP電話050－8601－0102（9：30～18：00）まで
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⑷ 大学へ直接請求する場合
① 窓口で請求する場合

各学部入試係（下記「学部等照会先」参考）又は教育学生支援部入試課で配布します。
② 郵送で請求する場合

請求する封筒に必要とする資料名と部数を朱書きし，所定の切手を貼った角形2号（33㎝×24㎝）の
返信用封筒（郵便番号，住所，氏名を明記）を同封の上，各学部入試係又は教育学生支援部入試課あて
に申し込んでください。

〈学部等照会先〉
◎ 大学のホームページに，資料請求方法を記載しています。
詳しくは，愛媛大学ホームページ（https://www.ehime-u.ac.jp/）の「資料請求」をご覧ください。

学 部 等 名 電 話
〒790－8577 松山市文京町3番 教育学生支援部入試課 089－927－9173
〒790－8577 松山市文京町3番 法文学部入試係 089－927－9221
〒790－8577 松山市文京町3番 教育学部入試係 089－927－9377
〒790－8577 松山市文京町3番 社会共創学部入試係 089－927－9019
〒790－8577 松山市文京町3番 理学部入試係 089－927－9546
〒791－0295 東温市志津川 医学部入試係 089－960－5175
〒790－8577 松山市文京町3番 工学部入試係 089－927－9697
〒790－8566 松山市樽味3丁目5番7号 農学部入試係 089－946－9648

資 料 名 返信用封筒に貼る切手の金額（予定）

ガイドブック（大学案内） 250円
入学者選抜要項（出願書類は含まれていません。）＋ガイドブック（大学案内） 380円（250円）
社会人入試学生募集要項＋ガイドブック（大学案内） 380円（205円）
私費外国人留学生入試学生募集要項＋ガイドブック（大学案内） 380円（205円）
法文学部案内 205円
教育学部案内 205円
社会共創学部案内 140円
理学部案内 250円
医学部看護学科案内 140円
工学部案内 205円
農学部案内 205円

（注）「返信用封筒に貼る切手の金額」欄の（ ）内の金額は，選抜要項または募集要項のみを請求する
場合の金額です。
また，資料の重量変更により，料金が変更になる場合がありますので，予めご了承ください。
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愛媛大学入試情報サービス
本学では，入学試験に関する情報を，ホームページ及びスマートフォン・携帯電話サイトで提供

します。

� ホームページ
本学のホームページでは，「入試情報」の中で，成績開示や各入試の情報等を提供しています。

愛媛大学 https://www.ehime-u.ac.jp
入試情報 https://www.ehime-u.ac.jp/entrance/
学生募集要項ダウンロード https://www.ehime-u.ac.jp/entrance/outline/download/

《提供する入試情報》

提 供 す る 入 試 情 報 提 供 時 期

オープンキャンパスの案内 平成30年6月上旬～

アドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試）Ⅰ学生募集
要項（※インターネット出願のみ）

＊社会共創学部
平成30年6月下旬～

渡日前入学許可制度による私費外国人留学生入試学生
募集要項（出願書類等ダウンロード）

私費外国人留学生入試学生募集要項
平成30年9月上旬～

アドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試）Ⅱ学生募集
要項（※インターネット出願のみ）

＊法文学部，教育学部，社会共創学部，農学部 平成30年9月中旬～
推薦入試学生募集要項（※インターネット出願のみ）
社会人入試学生募集要項

一般入試学生募集要項（※インターネット出願のみ） 平成30年11月上旬～

大学入試センター試験受験の案内 平成30年12月中旬～

一般入試の出願状況 平成31年1月末～

一般入試合格状況，入学手続の案内 平成31年3月上旬～

追加合格及び欠員補充第2次募集の有無 平成31年3月28日～

注 提供する入試情報は，変更する場合がありますので，あらかじめご了承願います。

� スマートフォン・携帯電話サイト
資料請求方法，出願状況速報（一般入試）などの各種情報をスマートフォン・
携帯電話で閲覧できます。
URL http://www.daigakujc.jp/ehime-u/



－100－

12km

4km

8km

3km
3.5km

13km

石手寺

道後温泉

坊っちゃんスタジアム

護国神社

松山城

松山観光港
高浜

至松山
　観光港

JR
松山駅

至高松

至宇和島

至大洲・宇和島
（国道56号）

至高知
（国道33号）

松山自動車道
松山I.C

松
山
自
動
車
道

川
内         

松山市駅

大
街
道

大
手
町

古町
上一万

久米

愛大医学部南口

横河原

至
西
条
・
高
松

（国道11号）

至今治
（国道196号）

I・C

赤十字病院前

56

33
11

196

農　学　部
樽味キャンパス

N

医　学　部
重信キャンパス

法 文 学 部
教 育 学 部
社会共創学部
理　学　部
工　学　部

城北キャンパス

至松山空港

大 学 案 内 図



平
成
三
十
一
年
度

入
学
者
選
抜
要

項

平 成31年 度

入 学 者 選 抜 要 項

愛
媛
大
学

】Ｓｅｒｖｅｒ／◎一般物／２１１４９８－愛媛大学（Ｈ３１）／表紙－背幅４．５ｍｍ Page 5(1)


